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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一章







　水の中は暗くて、俺おれは一瞬目が見えなくなったと思ったほどだった。冷静に考えてみれば夜のプールに落ちたんだから、暗いのは当たり前だ。つまり、そんなことも分からなかったほど慌てていたというわけ。ちなみに俺とはご存じ瀬せ能のうナツルのこと。説明しなくていいか。

　慌てた理由は簡単だ。雫しずくがいきなり引っ張ったから。俺と近こん堂どう水み琴ことの二人は、プールの中に転落したのである。

　我らが生徒会長三さん郷ごう雫様は、俺たちを水の中に引っ張り込むんだからよほどのサディストである。普通はなにかの二次会でもない限り、人をプールに落とさないものだ。雫自身も飛び込むってあたりがちょっと違うところだな。

　いや、そんな馬ば鹿かな説はいいんだ。簡単に説明すると、俺たちは白のケンプファー山やま川かわ涼りよう花かに追いつめられ、とっさに逃げ込んだのである。

　涼花は水琴だけを落とすつもりだった。それが俺たちまでプールの中だから、さぞかし慌てたことだろう。しきりと銃弾を撃ちこんでくるのがその証拠。

　プールの底には穴が開いており、水が吸い込まれていた。俺たちは流れに乗って、やはり穴の中へ吸い込まれようとしていた。

　もちろん、俺は慌てた。

（このままだと入っちまうぞ!?）

（そうよ）

　これは雫である。どうしてこの女はこんなに冷静なのか。自分がしでかしたことだとはいえ、渦巻のせいでぐるぐる回っているのである。

（逃げ込むわ）

（冗談はやめてくれ！）

（笑っても構わないわよ）

　水の中で笑う馬鹿がどこの世界に存在するんだ。

　そんなわけで俺たちはプールの底に開いた穴に吸い込まれた。

　プールの水は冷たくなかった。これが冬だったら死ぬ思いをしたんだろうが、幸いそうではない。視界も徐々に慣れてきて、周囲の状況が分かってきた。

　穴はそこそこ広くて、人間が二人、並んでくぐれるほどになっている。パイプのような構造で、前後感覚を失うと大変なことになりそうだが、水が流れているのでその心配はない。

（いて、いて）

（どうしたの？）

（身体からだがぶつかるんだよ）

　水流のせいで、ときどき身体が壁に当たるのだ。ごつごつしたコンクリートなので、痛い。

（抱きしめた方がいいみたいね）

（しなくていい）

　と俺おれは雫しずくに言ったが、この女は他人の言葉なんか聞きゃしない。

　細い指が襟首を摑つかみ、ぐいと引っ張った。

（こら！）

（この方が安全でしょう）

　そうだろうが、俺の気持ちはどうなる。

　水はまだ流れている。わりと大きなプールだったから、水量も相当なものなのだろう。雫は壁に身体がぶつからないよう、足で巧みに制御していた。

　俺はなされるがままだった。具体的にはこの女の耳あたりに顔があり、たいしたことができなかった。とほほ、情けねえ。

　ふと、身体が苦しくなる。

（……）

（瀬せ能のう君？　なにかあった？）

（……苦しいんだよ）

　ケンプファーになると息が長続きするはずだ。体力が人間より上なんだから、少しくらい呼吸をしなくたってなんとかなる。しかし今の俺は男のままで、ここは水中なのである。

（かぼがぼ！）

（もう少しよ）

（苦しい苦しい！）

　吞のん気きに会話をしている場合じゃなかったのだ。水中でよく声が通じたもんだが、もはやそれどころではない。

（死ぬ死ぬ！）

（仕方ないわね）

　雫は俺の頭を摑んだ。と思ったら、いきなり唇を合わせてきた。

（んんー!?）

　水中なので妙な感覚だが、とにかくこの女は俺にキスしてきたのだ。こいつ、こっちが死にそうだってのにどういうつもりだ。

（んー、んー！　……ん？）

　いきなり、口の中に息が入ってきた。雫が口移しで空気を送り込んできたのだ。なんか生暖かい。変な感覚だ。

　でも、やっぱりそれどころじゃない。こんな少量で息が続くものか。二酸化炭素だって混ざってんだぞ。ぎゃー、死ぬー。

　と、身体からだが浮いた。息も絶え絶えになっているところを引っ張り上げられた。頭が水面の上に出る。ふわ、助かった。

　周囲はやっぱり暗かった。ただ、非常灯らしきぼんやりとした赤い光がついている。おかげでなんとなくだが周囲が分かった。

「こっちよ」

　雫しずくが言う。確かに彼女の方向に足場があった。だが俺おれは酸欠でぜいぜい言っていたため、水面で動けない。生徒会長様は腕を取って引いてくれた。

　コンクリート製の足場に引っ張り上げられる。男の身体に濡ぬれた服だからさぞかし重いだろうが、ケンプファーになった雫にはなんでもないことのようで、軽々持ち上げられた。

　俺は呼吸が楽になったことと、窒ちつ息そくから逃れられた安あん堵どで、コンクリートの上に仰あお向むけになった。

「ひい……助かった……」

「だらしないのね」

「……死ぬ寸前だったんだぞ！」












「元気じゃない」

　あくまでいつもの口調を崩さない雫しずく。

「本当に死にそうだったら、そんなに喋しやべれないわよ」

「三途の川の向こうから、知らない人が総出で手招きしてた」

「私が空気をあげたのに」

　俺おれはさっきのキスを思い出した。頰ほおがなんとなく赤くなるのが分かった。

「あんなの……なんの役にも立たなかったぞ」

「そうよ」

　雫はさらりと言った。

「へ？」

「あれくらいじゃ気休めにしかならないわね」

「じゃ、じゃあ、なんのために……キス……なんか」

「したかったから」

　またあっさりと。

　雫は当然だと言いたげな顔である。お前はそれでいいかもしれんが、俺はどうなる。雫に口づけされたまま死んだりしたら、絶対に成仏できない。

「あのなあ、俺は本当に苦しかったんだぞ。したかったなんて言って……」

　彼女は俺の顔のあたりにかがみ込んだ。

「だってキスする機会は、もうなくなるかもしれないから」

「……なんで」

「白のケンプファーが出てきて、私たちはプールに落ちた。これで終わりとは思えないわ。もっと色々起こるわよ」

　それはそうだろうな。これでおしまいだったらほっとするだろうが、序章としか思えない。なにしろまだ、ろくに戦っていないのだから。

「理解したようね」

　と雫は言った。

「だから今のうちにキスしておいたのよ」

　いやそれは分からん。

「繫つながってないじゃないか」

「繫がってるわよ」

「そりゃあんたの中ではな」

「あら、ナツルはまだ納得いかないの」

「当たり前だろ」

「じゃあここで、もう一度キスしましょうか」

　雫しずくが顔を近づけようとする。俺おれは慌てて身体からだを起こした。

「まあ。やっぱり元気なのね」

「なにすんだ、非常事態だろ！」

「ナツルがいつまでたっても寝てるから」

　またナツルかよ。ほんと、この女は油断すると俺のことを呼び捨てにするよなあ。

　俺は唇を奪われないよう、手でガードした。

「何度もキスされてたまるか」

「私は何度だってするわ」

「一度すりゃいいだろ！」

「キスってそういうものじゃないわよ」

「だから非常事態だって……」

「ねえナツル。さっき私が言ったこと、覚えているわよね」

「……ああ」

　雫は真面目まじめな表情……と言っても、いつもと同じなんだが、とにかく真剣になっていた。

「もしかしたらこのあとなにかあって、私とナツルの関係が崩れるかもしれない。予想はつかないけど、こんなことをしている暇もあるか分からない。今こうやって、キスだなんだって話をしていられるのが、いい想い出になるかもしれないのよ」

「……なんか、もうすぐ死ぬみたいじゃないか」

「死ぬつもりはないわよ」

　雫は、多分、苦笑した。

「でも、先のことは分からない。全てが終わったら、あなた、告白の返事をくれるのよね」

　そういやそんなのあった……と言いたいところだが、残念ながら忘れられなかった。水み琴ことのもそうだったが、俺は色んなことへの決断を迫られているのだった。

「今は言わなくていいわよ」

　雫は全てお見通し、みたいな顔をしている。

「どうせ結論は出るのよ。こうやって吞のん気きにしていられるのは、今が最後なのは間違いないってことなの」

　まあそうなんだろうな。

　猛犬紅あか音ねにも言われたが、女ってやつはこの瞬間をよほど大事にしたいものらしい。これが全女性共通のものかは知らないが、この二人にとってはそうだ。時間ってのは流れてしまうから、その瞬間の出来事なんてすぐに過去になる。だからくよくよしたってしょうがないと思うんだが、それでも大事なんだってことだから、よほど貴重なんだろう。写真とか好きだもんなあ。

　でも新しい彼氏とかできたら、昔のことは忘れるんだろうに。あ、だから想い出なのか。

　ま、俺おれも沙さ倉くらさんとすれ違っただけで三日は幸せだし、脳内アルバムに永久保存をしておくから分からんでもない。

　でもこの状況は、なんか変じゃないのか。

　雫しずくは身体からだを起こした俺に、また迫ってきた。

「もう一回、キスしましょうか」

「わあ、なんの関係があるんだ！」

　俺は尻しり餅もちをついたような格かつ好こうで、後ずさりした。

　雫はにじり寄ってくる。

「一回じゃ不満なの？　何回でもいいわよ」

「そうじゃねえ！」

「でも場合が場合だから、ほどほどにしなさいね」

　なに言ってんだお前。

　いやこいつのことだから、絶対計算だ。とぼけたふりをしてるが、分かっててやっている。目的がなにかと言うと……俺の唇？

　にじり寄る雫。逃げる俺。もう、プールに落っこちたばかりだってのに、なにやってんだよ俺はよ。

　背中にこつんと衝撃。げ、壁だ。逃げられなくなってしまった。眼前には雫の唇。絶体絶命だよおい。

　吐息が顔にかかる。と、その時。

　水面から大音声が響いた。

「おい、てめえなにやってんだ！」

　同時に銃声。俺の頭の上の壁に、いくつも穴が開く。

　水面から人影が飛び出た。とんでもない跳ちよう躍やく力りよくを発はつ揮きして、コンクリートの床に着地する。

　自動拳けん銃じゆうの形をした武器を持ったその姿は、まぎれもない美み嶋しま紅あか音ねであった。

「紅音!?　お前どこにいたんだ!?」

「プールの中だよ！　したくもねえダイビングをしちまったぜ」

　あー、上から落っこちてきた人影、あれ紅音だったのか。この剣けん幕まくからすると、自分から飛び込んだんじゃないみたいだな。

　猛犬モードの紅音は、例によって目をぎらつかせていた。

「この大変なときにいちゃついてるたあ、いいご身分だな。なにおっぱじめようってんだ!?　交尾か!?」

　ストレートな言い方をしないのは、犬の身体にも乙女心があるんだろうか。

　そんなことはどうでもいい。紅音の銃口はまっすぐ俺に向いているのだ。

「わあ、止めろ」

「あたしだって止めてえよ。毎度毎度同じことばかりさせやがって。だけど躾しつけがなってねえから、こうするしかねえだろうが」

「躾しつけってなんだ」

「おめえだよ！」

　紅あか音ねは銃ゲヴエアーを発砲……はしなかった。代わりにつかつかと寄ってきた。

「どけよ、雫しずく」

「無粋ね」

「知るか。こんなことしてる暇なんかねえことくらい、あんたも知ってるだろうが」

　その言葉通り、雫は俺おれから離れた。生徒会長様は、紅音の銃ゲヴエアーに恐れた様子を見せていなかった。

「もう少し遅くてもよかったのに」

「あたしを引っ張り出すためだとしたら、馬ば鹿かな手段を使ったもんだ」

「落ちたのが敵だったら、ちょっと面倒だったわね」

　紅音は実に面白くなさそうな顔をしていた。

「本当なら、ここで雫の頭に穴を十ほどこさえてやりてえところだが……事態が事態だ、勘弁しておいてやる」

「慈悲深くてありがたいわね」

「だけど、次に変なことをしたら容よう赦しやしねえぞ」

「どんな容赦がないのかしら」

「このアマ、試してえのか」

「どうしようかしら」

　紅音は牙きばを剝むき出だしにしているが、雫は例によって平然としていた。並の女なら、いや男でも、紅音に脅されたらたじろぐもんなんだが、こいつは本当に神経が太い。

　雫はこれ以上紅音を刺激するつもりはないみたいで、俺からさっさと離れていった。よく見たら鎖のついた短剣が光っている。用心は怠りなかったのか。

　紅音は銃口を俺に向け、くいくい動かした。

「立てよ、くそったれ」

　俺は大人しく従った。

「だらしねえカッコしやがって」

「うるせえよ」

　と言ったものの、まあ恰好いいとはいいがたい。

　俺はきょろきょろ周囲を見回した。

「どうした馬鹿野郎」

「そういえば……」

　俺おれが全部言う前に、紅あか音ねは指で輪を作って口に入れた。

　指笛の音が響く。が、反応はない。

　紅音は「くそっ」と罵ののしると、水面に近づいて足でばしゃばしゃかき回した。

「おい、水み琴こと、出てこい！」

　すると水の中から、ばつの悪そうにした水琴が姿を現わした。俺はちょっと驚いた。

「あれ、水琴、今まで水の中にいたのか!?」

「うん……紅音ちゃんと一緒に潜もぐってた」

　水の中にいたのに、彼女は焚たき火びにあたっていたみたいに顔を赤らめていた。

「すぐに出ようと思ったんだけど、ナツルと会長……雫しずくが、なんかはじめそうだったから」

「はじめるって……そんなことあるか！」

「でも雫ならあるかもって……ああ、ほっとした」

　水琴は大仰に胸を撫なで下おろす。そこに雫が、手に短剣を持ったまま近づいていた。

「水琴、剣シユヴエアトを抜く？」

「え……ちょっと、やめてよ雫！」

　雫は短剣の切っ先を水琴に向けようとしていた。水琴はばたばた手を振った。

「隠れていたのは、雫を狙ねらうためじゃないわよ！」

「分からないわ」

　こいつは緊張を解といていなかった。実は水琴は、プールに落ちる直前まで俺たちを脅迫していた。そもそも頭からつま先までぐしょ濡ぬれになったのは彼女のせいでもあるのだ。

「油断するって、好きじゃないの」

「雫は油断したことなんかないじゃん」

　生徒会長様はちらっと目線を横に向けた。

「紅音、水琴が不穏な動きをしたら、撃って」

　猛犬女はさすがに驚いた表情。

「おいおい。仲間の頭を吹っ飛ばしていいのかよ」

「嫌？」

「いいや、大好きだ」

　紅音は嬉き々きとして銃ゲヴエアーを構える。銃口は水琴の頭をポイントしていた。

　水琴は慌てた。俺も。

「おい紅音、やりすぎだぞ！」

「ナツルは少し静かにしていて」

　そう言ったのは紅音ではなく雫だった。

「すぐすむから」

　そして水み琴ことに向き直る。

「さあ水琴、もう下へ手たなことはできないわよ」

「だからあたしはもういつもの水琴だって！」

「どうして？」

「どうしてって……治ったのよ！」

　雫しずくは信じているのかいないのか、追及を止めなかった。

「理由は？」

「えーとね、プールに落ちたら目が覚めた」

「なにそれ」

「噓うそじゃないって。今まではなんかこう、頭にもやがかかった感じだったんだけど、流されているうちに頭がはっきりしたのよ。本当」

「敵に寝返った理由はなに」

「なんとなく……ちょっと剣シユヴエアトを向けないで！」

「冗談ばかり何度聞いても仕方ないわ」

「本当になんとなくなんだから。こう……臓物アニマルの目を見ていたら、すっと引き込まれちゃって……あとはまあ、会長が敵なんだなって気になった」

「今でも敵なのね」

「もう違うって言ったじゃん！　プールで目が覚めたから！」

　雫はじっと水琴を見つめていた。そして短剣を袖そで口ぐちに収めた。

「私を雫って呼ぶくらいだから、噓じゃないようね」

　そういえばこいつは自分のことを「雫」と呼ぶよう言っていたんだった。さっきまでの水琴は「会長」って呼びかけていたな。

「紅あか音ね、銃を引っ込めて」

「おい、二、三発撃たなくていいのかよ」

「止めておきなさい」

「けっ」

　紅音は残念そうに、自動拳けん銃じゆうを引っ込めた。いくらこいつでも水琴は撃たないと思うんだが……いや、喜んで撃ったかもしれん。

　雫は水琴に告げた。

「信じることにするわ」

「本当だから」

　水琴はほっとしていた。見ていた俺おれもわりとはらはらしてしまった。

　確かに俺と雫を脅していた水琴は、なにかおかしかった。例たとえるならカレーを作らない感じだ。食べ物に興味ないっていうか。それなのに見抜けなかった俺は多分アホ。

「でも質問が終わったわけじゃないわ」

　雫しずくは続けた。

「なんであんな態度を取ったの？」

「会長がナツルといちゃいちゃするから」

「……」

「ごめん冗談。あのね、沙さ倉くらさんと部屋で会って……」

　水み琴ことは自分がこんなことになった理由を、大ざっぱに説明した。本当は細かく言いたかったみたいなのだが、沙倉さんとのやりとりをナイジェリア少数民族との商取引とからめて説明しようとしたので、俺おれが止めた。こいつの話は面白いんだが、大げさになる。

「チッソクノライヌの目が光った……ね」

　雫はなにやら考える素振りを見せた。

「臓物アニマルは喋しやべったの？」

「ううん」

　首を振る水琴。激しく振るものだから、水のしぶきが飛んだ。猫か。

「なんかこうやって、沙倉さんに抱えられていたんだけど、喋ったり抵抗したりしなかったよ。本当のぬいぐるみみたいだった」

　そりゃ元々、ただのぬいぐるみだもんな。臓物アニマルってのは知っての通り日本おもちゃ史上最悪の売れ行きを誇っているわけだが、一時期中に人間の髪の毛が縫い込まれているとの噂うわさが立ったことがある。さすがに問題になって記者会見が開かれたのだが、その席で社長が「この通り、ただのぬいぐるみです」と臓物アニマルを引ひき裂さいた。そのシーンがどうにもグロく、卒倒した新聞記者も出たらしい。

　雫はまだ訊きいていた。

「チッソクノライヌって、ずっと喋らなかった？」

「たまに喋ってたよ。口数が少ない子だけど」

「……つまり、楓かえでには抵抗できないってことなのね」

　そう呟つぶやくと、彼女は一人納得する。

「だと思ったわ」

　そして振り返った。

「行きましょうか」

「待て、どこに」

　俺は言う。こっちはなんだか分からないまま、流されてきたのである。

「また水の中を潜もぐって、プールまで引き返すのか？」

「それは難しそうね。穴は塞ふさがれたんじゃないかしら」

　よく見てみると、さっきまで波打っていた水面が静かだった。水の流出が止まったらしい。

「戻っても、プールに出られないでしょうね。それとももっと濡ぬれたいの？」

「やだよ」

　と言ってから気がついた。当たり前だが全員びしょ濡れなのだ。さっきまで水の中だったし。

　おかげで、水に濡れた服が重い。濡れたシャツが肌にへばりついて気持ちが悪かった。それだけならまだしも、女の子たちは下着が透すけて見えていた。眼がん福ぷくというより、目のやり場に困る。薄暗くて本当によかった。

　夏のプールだの温泉だので、裸を見たことがあるはずなんだが、なんというか違った気恥ずかしさがある。今の俺おれが男の姿だってことも関係あるんだろうな。

「ナツル、なに目をそらしてんだお前」

　猛犬女が不審そうな声を出した。

「別に……」

「そむけ方が気にいらねえ。敵に寝返ったんじゃねえだろうな」

　なんて短絡的な女だ。うわ、銃ゲヴエアーを出したぞ。

「理由なんかねえよ！」

「いいや、おめえはなにか隠している。あたしには分かる」

　鋭い勘ではある。

　しかし、余計なことを言ったらすぐにでも発砲しそうだ。脳で考えるってことをしないんだろうか。トリガーハッピーって単語を考えた人間も、さぞかし喜ぶことだろう。

　言葉に詰まっていたら、雫しずくが助け船を出してくれた。

「ナツルは恥ずかしいのよ」

「は？」

　紅あか音ねが片目を細くする。

「私たちの下着が見えるから、目のやり場に困るんでしょう」

　こいつはまた見抜きやがったよ。前から思っていたんだが、雫は地球人を征服するためにアンドロメダあたりから来たエイリアンだな。間違いない。

「んだと、このスケベ野郎」

　指が引き金にかかる。ひい。

「散々あたしとキスだおっぱいだってしておいて、たかが下着でおろおろか。純情になったつもりか。ああ？」

「おい馬ば鹿か、撃つな、撃つな！」

「それ以上あたしを馬鹿呼ばわりしたら、承知しねえぞ!?」

「馬鹿は馬鹿……いや、撃たないでください。よそ見したっていいじゃねえか。むしろお前が恥ずかしがれよ」

「いまさらなに恥ずかしがってんだよ。変身前のあたしの胸を揉もんだだろうが」

「それとこれとは別なんだよ。俺おれは男なんだぞ」

「じゃああたしは女だ！」

　紅あか音ねの怒りボタンはあちこちにあって、どうも俺はまた知らないうちに押したらしい。知ってて押すやつはいないと思うけど。

　俺は両手を顔の前にかざした。このままだと本当に撃たれてしまう。

「乱暴は止めろ。死んだらどうする」

「ケンプファーが滅めつ多たなことで死ぬかよ」

「今の俺は男なの！」

「じゃあ女になりな！」

「じゃあって……」

　その時、またしても雫しずくが口を挟んだ。

「ナツル、変身しなさい」

「なんでだよ」

「その方が戦えるから」

「は？」

「来るわよ」

　とうに雫の目線は俺たちから離れていた。彼女の顔は静かに波打つ水面の、さらにむこうの壁かべ際ぎわに向けられていた。

　薄暗い闇やみの中、なにかがキラリと光った。同時に水面を蹴け立たててこちらに向かってくる。

「散って！」

　雫の声。紅音と水み琴ことは両りよう脇わきに跳んだ。男の姿の俺が一番のろい。

　ひゅっと音がして、銀色の筋が走った。空気を切きり裂さく。雫を狙ねらったものだったが、彼女は間一髪のところでかわしていた。

「あら、さすがは会長」

　攻撃してきたのは白のケンプファー、中なか尾お沙さ也や香かであった。

　武器はサーベル状の剣シユヴエアトである。踏み込みが早くてやけに剣筋が鋭かった。かわした雫も雫だが。

　雫は両手に短剣を用意していた。

「思ったより遅かったのね」

「攻撃することを予想していたのですか。頭の回転の速いことです」

「私たちを分断して、一人一人片付けるつもりだった？」

「そんな感じです。本当は近こん堂どうさんだけと戦うつもりでしたから」

「えっ、あたし!?」

　水み琴ことが驚く。あー、そういえばこいつだけをプールに落とそうとしていたもんなあ。

　俺おれの幼なじみは、憤ふん怒ぬの形相で日本刀を出現させた。

「あたしのなにが狙ねらいなの!?　中央アジアの遺跡から黙って持ち出した壺つぼ!?　それともドナウの川底から掘り出した貨か幣へい!?　ウェールズで見つけたローマ時代の矢や尻じりくらい、大目に見なさいよ！」

　そんなもん持ち出していたのか。パクられるぞ。

「昔の遺物に興味はありませんが」

　沙さ也や香かはサーベルを構え直した。

「近こん堂どうさんとだけだったら戦いやすかったんですけど、仕方ないですね。相手をしろと命じられたことですし」

「誰だれに!?」

「ご存じですよね」

　このとき、多分全員の胸に同じ単語が去来したはずだ。沙さ倉くらさん？

　沙也香は答えてくれなかった。

「ともかくこのあたりで倒れてもらわないと」

「冗談じゃないわよ！」

　水琴が叫んだ。

「あんたが死ね！」

　日本刀を振りかぶって斬きりかかる。こいつの大ざっぱな性格を表すように、力任せの戦法だ。

　沙也香はかわした。軽々ではない。水琴は力任せだけあって、スピードも速いのだ。

　くるりと回るとサーベルを突き出す。水琴は日本刀の峰みねで跳はね上あげた。そのまま頭に振り下ろそうとする。

　沙也香はサーベルで受け止めなかった。下へ手たしたら折れると考えたんだろう。横にステップを踏んでいた。服の一部が切きり裂さかれるが、構っていない。そして切っ先を水琴の胸に突き刺そうとした。

　水琴と沙也香は危険なほど接近している。かわす余裕がない、と思った瞬間、サーベルの先が弾はじかれた。

　横に飛ばしたのは、雫しずくの剣シユヴエアトであった。鎖のついた短剣が、正確にサーベルだけを狙ったのである。

「いつまでも一対一で戦わないでもらえるかしら」

「あら、会長って数を頼みにする方でしたか？」

「数的有利なんだから、活用しないと」

　いつの間にか、紅あか音ねも銃を構えていた。つまり沙さ也や香かは水み琴ことと接近しつつ、雫しずく、紅音とは遠距離で戦うことになるわけだ。

　沙也香はじりっと下がった。

「……一対一だと聞いたから待ち受けていましたのに、山やま川かわさんは失敗したのですね」

「わりとうまくやっていたわよ」

　雫が言った。短剣を両手に持っている。

「逆にあなたに訊ききたいことはたくさんあるわ」

「嫌です」

　沙也香はかぶりを振った。

「会長って拷問も凄すごそうですから断ります」

「変なイメージを持たないでもらえるかしら」

　いやこれは沙也香の印象が正しいだろ。俺おれも常々、雫は収容所の女看守が似合うと思っていたんだ。

「図書委員会でも時々は話題になります。会長はサディストではないかって」

　そういやこの女は図書委員だったな。雫に近寄ろうとしない。

「予算を減らすことにするわ……とりあえず、私たちと来てもらうわよ」

「断ります」












「力ずくでやらせてもらう」

「それも嫌です。ここで失礼いたします」

　言うなり、沙さ也や香かは真ま後うしろにジャンプした。紅あか音ねがとっさに発砲するが、銃弾は空中を通過するだけ。

　その跳ちよう躍やく力りよくもたいしたもんだったが、そのまま水の中に飛び込んだのにはもっと驚いた。しかも潜もぐったと思ったら、今度はトビウオみたいに飛び出て、反対側に進んでいく。

　呆あきれている余裕もなかった。沙也香の姿は壁の向こう側へと消えていった。

「くそっ。逃げやがった」

　紅音が忌々しそうに床を蹴け飛とばす。雫しずくはたいしてがっかりしていない。

「仕方ないわ。あの娘こも、それほど本気で戦うつもりはなかったみたいね」

「そりゃこっちの方が人数多いからな」

「それにしても、中なか尾おさんはずいぶん丁てい寧ねいでお嬢様みたいね。図書委員のときもあのままでいてくれないかしら」

「無理だな。あたしにこのままで図書館のカウンター業務をやれって言うようなもんだぜ」

　犬みたいな女が貸し出しを担当したら、みんなびっくりするだろうな。喜ぶのは東ひがし田だみたいなマゾだけだ。

　紅音はじろっと俺おれを睨にらんだ。

「そんなことはいいや。おいナツル、てめえなんでぼさっとしてやがった」

「えーと……」

「頭撃ち抜かれてえみたいだな」

「やめてくれ。変身してないからだよ」

　生身の身体からだでは、ケンプファーに対抗するのは無理なのだ。

「なんで変身しねえ！」

　紅音が激げつ昂こうして銃口を突きつけた。だから止めろよ。

「危ないだろ！」

「今のうちに、変身しておきなさい」

　雫が冷静な声音で俺に言った。

「そうじゃないと対処できないから」

「……まだ戦うのか」

「当たり前じゃない。ここからが本番よ」

　雫は誰だれにも反論できないことを、当然のように言った。




　雫の指示で（こういう時、リーダーシップを取るのはいつもこいつだ）、俺たちは沙也香がいなくなったあたりを探ることになった。俺は変身して女の姿。念のため。

　反対側まで行く道がないので、また水の中に入る羽目になった。今はケンプファーだから、男の時よりは気分的にも楽。

　反対側のコンクリートに上がる。畳二に畳じよう分ぶんくらいしかなかった。

「ここに扉があるわね」

　探すまでもない。雫しずくの言ったところに、金属製の扉があった。暗くら闇やみなので目を凝こらす必要があるが、ところどころ錆さびが浮いていて、ボロく見えた。

「行きましょうか」

　と雫。俺おれは慌てて制止した。

「待てよ。誰だれか待ちかまえていたらどうするんだ」

「いないわよ。もしいたとしたら、さっき出てきてるわね。戦闘に失敗したらいったん大きく後退するものなの。待ちかまえているにしても、ずっと先」

　本当かよと疑ったが、雫はあっさり扉を引いた。

　確かに誰もいなかった。代わりに、細長い通路があった。

　鼻の頭にひんやりとした感触がある。上を向くと、水滴が落ちていた。

　天井には剝むき出だしのパイプがあって、そこからしたたっているようだ。通路はじめっとしていて湿度が高い。このせいだろうな。

　パイプは大小数本で、通路の先にまっすぐ伸びていた。そういや、似たようなところを歩いたことがあるな。白のケンプファーが隠れていたっけ。

「奥ね」

　雫は返事を待たずに歩く。他に手段がないし、俺たちも続く。

　俺たちの中では、水み琴ことが一番興味深そうにしていた。こいつは遺跡をはじめとして、建築物が大好きなのである。

「ずいぶん大きいね」

「狭いじゃねえか」

　と俺。水琴は呆あきれたように言い返した。

「そうじゃなくて、敷地面積のこと。沙さ倉くらさんの家の敷地よりも広いんじゃない？　メキシコでこんな地下遺跡を探検したことあるけど」

「そこ、どんな感じだったんだ？」

「上から槍やりが降ってきて、串くし刺ざしになりかけた」

　不吉なことを。

　水琴の言うとおり、通路はかなり奥まで伸びていた。他の家の別荘やら道路やらにかかるよな。どうやって造ったんだ。

「わりと前からありそうだけど」

　そう発言したのは雫だった。彼女は水琴に意見を求める。

「どう？」

「んー、何百年も前じゃないけど、年月たっていそうだよね。このあたりのコンクリートなんか継ぎ目がおかしいし経年劣化しているから、既存の地下施設かなんかを拡張したんじゃないかな」

　よどみなく答える水み琴こと。遺跡巡りをしてるだけじゃなくて、現代の建築にも一いつ家か言げん持ってるのか。雫しずくとは違った意味で底知れない女だ。

「どれくらい昔か分かる？」

「軽く五十年はたってるかなあ」

「そんな昔からあんのかよ」

　思わず俺おれは呟つぶやいた。

「このあたりが本格的に開発されたのって、戦後じゃなかったか？」

「施設そのものは戦前からあったのかもよ。あとになってから広げたのかもね」

　と雫。

「なんでそんなことを」

「さあ」

「どこの暇人だよ」

「暇人？　人間とは限らないわ」

　雫の台詞せりふに、俺は言葉に詰まった。彼女は続けて、

「モデレーターが人間だなんて決まってないし、私たちが変身できるってこと自体が、テクノロジーの範はん疇ちゆう外がいよ」

　それはまったくそうだ。

　さすがに慣れてしまったが、俺がケンプファーに変身できて女になるってことはおかしい。我が身に起こったから信じるしかないわけで、他人が言い出したら正気を疑っただろう。こんな技術は、人間にはない。

　だから俺をこんな目に遭わせたやつは異星人なんだよ……ってのは短絡的だな。いや、この星の人間でなければ、全員異星人にしてもいいくらいか。

「会長はどう思うんだ？」

「雫」

「……雫の感想は？」

「まだなにもないわ」

　拍ひよう子し抜ぬけするようなことを。

「これだけじゃなにも分からないわよ。どんなものがあって、なにが出てくるか……それがこれから見えてくるんじゃないかしら」

「どこらへんで」

「そうね。このあたりから」

　彼女が壁面を指さす。そこには扉があった。

「いつの間に……」

　俺おれはぼやいた。合板に色を塗ったようなぼろい扉だ。これまた年季が入っている。

「開けるわよ」

　止めたって開けただろう。雫しずくが手で引こうとすると、扉は勝手に蝶ちよう番つがいから外れて倒れた。

　当たり前だが中は暗い。さっきまでは非常灯が点ついていたが、ここはもうなにもなかった。

「まったく見えねえな」

　紅あか音ねが文句を言う。

「おいナツル、どうにかしろ」

「どうにもならねえよ。懐中電灯もなにもねえんだぞ」

　紅音はこめかみで指をくるくる回した。

「この馬ば鹿か。おめえは魔法ツアウバー使いだろうが」

「それがどうした」

「そのあたりのもんを燃せばいいだろうが」

　そういやそうだ。が、あっさり認めるのも悔しい。

「紅音にしてはいいアイディアだな」

　てめえこの野郎とわめく女を無視し、俺は倒れた扉に近づいた。

　思った通り木製だった。劣化してあちこち剝はがれている。裂さけ目めに手をつっこみ、足で押さえて割った。臨時のたいまつである。

「布かなんか巻いた方がいいよ」

　と水み琴ことが言ったが、服を使うのは嫌だ。濡ぬれてるし。俺は手のひらを木もく片へんの先に向けて、火を放った。

　点火。おお明るい。自分の周辺しか照らせないが、十分懐中電灯の代わりになる。

「先へどうぞ」

　雫が言う。はいはい。

　室内へ足を踏み入れた。

「……なんだこりゃ」

　俺は思わず呟つぶやいた。

　内部はそこそこ広く、天井はそれほど高くなかった。そして床には様々なものが散乱していた。

　元机らしき破片とか古くなった缶とか瓶びんとかは、まあいい。だがその中に、ある意味俺たちが見慣れたものまで散らばっていたのだ。

　引火しないようにたいまつを高く掲げる。おかげで明かりの範囲も広がった。

　雫しずくが腰をかがめる。

「臓物アニマル……の残ざん骸がいね」

　彼女が拾い上げたのは、ぬいぐるみの脚きやく部ぶだった。すでに綿わたも劣化しており、触るとぼろぼろ崩れていく。

　部屋の内部はほとんど臓物アニマルの製作工場と言ってもいいくらいだった。あまりにマニアックすぎて名も知らないような臓物アニマルたちが、ごろごろ転がっている。完全体（？）なものだけではなく、ゴミと区別がつかないものも多い。

　足の踏み場もない、と言っては大げさだが、それに近かった。

「うわー、ペルーの地下遺跡みたい」

　水み琴ことがこいつにしか分からないことを言う。

「ここで縫ほう製せいとかしてたのかな」

「それはないと思うわ」

　答えたのは雫だった。

「ぬいぐるみ用のミシンがないでしょう。売ってる物を買ってきて、ここに運んできたのね」

「あー、部屋が古いのに臓物アニマルはそれほどでもないね」

「劣化してるのは水に濡ぬれたのね。ここ、雨あま漏もりしてるんじゃないかしら」

　俺おれは背伸びをしてたいまつを高く上げる。うっすらとだが、天井に染みみたいなものが見えた。

「こんなに臓物アニマルばかり集めて、なにしてたんだろ。販売戦略会議？」

　水琴が難しい単語を使う。雫はちょっとだけ笑いを言葉に含ませた。

「誰だれもが売るのを諦あきらめたグッズを売ろうとするなんて、勇気あるのね」

「でもここにぬいぐるみがあるってことは、誰かが持ってきたんだよね」

「いい疑問ね。誰か意思を持った人間がいなければ、こういうことはできないのよ」

　雫は慎重に室内を歩く。積み重なっている臓物アニマルが、いくつか落ちた。

「一種の倉庫……実験施設かしら」

「なに実験したんだ？」

　これは俺。

「はらわたの出たぬいぐるみを集めてできることなんか、たかが知れてるだろ」

「喋しやべらせる実験なんてどうかしら」

「へ？」

「メッセンジャーにするための施設だったのかもしれないわよ」

　雫はさらりと伝えてきたが、俺は絶句してしまった。

　喋しやべらせる実験って、いわばぬいぐるみに魂を入れることだろ。できたのがハラキリトラをはじめとする、あのうるせえ連中ってことだ。

　雫しずくの台詞せりふが本当だとすると、ここにある臓物アニマルたちは魂を入れる前の容器である。いつ喋ってもおかしくないのだ。ひええ。

　なんだか恐ろしくなって、あとずさりをする。こいつらが立ち上がって襲いかかってきそうな気すらした。

「大丈夫よ、ただの古くなったぬいぐるみ」

　そう雫は言うが、ただでさえ内臓が出ていたり口から血を流しているのである。おっかなくなるのも仕方ないだろう。

　俺おれはおっかなびっくり室内を見回していた。雫はなにやら考えながら、水み琴ことは楽しげに見て回っている。さすがチタンの神経を持つ女と、世界中の遺跡巡りをしてきた女は違う。

　ただ紅あか音ねだけは、入り口のあたりでぼうっとしていた。

「おい、どうした」

　俺の言葉に目だけを動かす。

「別に」

「珍しいな。騒がないのか」

　気持ち悪いとか叫びながら、発砲してもおかしくないシチュエーションである。

「撃ってもいいぞ。なんだったら、おめえの目玉に撃ち込んでやろうか。ホレイショ・ネルソンみたいにしてやる」

　なにを言い出すんだ。物騒な女である。

　これだけ聞くといつもの猛犬バージョンなんだが、ちょっと珍しい。なんだか考えごとをしているようにも見える。犬が思索にふけるなんて、人類が滅亡したら地球を支配するつもりなんだろうか。

「なにか言いたいことでもあるのか」

「あたしの言いたいことっていったら、深夜アニメ録画失敗の苦情か、沙さ倉くらのクソ女を穴だらけにするくらいだが……ちっとな」

「だからなんだよ」

　俺は彼女と同じように視線をさまよわせる。床に散らかっている臓物アニマルを眺めていた。

「臓物アニマルっていやあ……」

　そこまで言いかけて、紅音は口を閉じた。

「ま、いい。あとでおめえに話す」

「ここで言わないのか」

「うるせえな。あたしにも秘密ってもんがあんだよ」

　なんだろう。公道で発砲しても警察を呼ばれないコツでも伝授してくれるんだろうか。知っても仕方のないテクニックだぞ。

「たいしたものはないわね。ぬいぐるみばかり」

　奥から雫しずくの声がする。そりゃそうだろうな。

「こっちにも扉があるよ」

　水み琴ことが手招きをしていた。

　俺おれたちも近づく。今度のも木でできた、やはりボロそうなやつだ。雫がノブに手をかけながら呟つぶやく。

「ますます研究所っぽいわね」

「向こう側に得体の知れない化物とかいるのかな」

　水琴が余計なことを言った。

「あたし、そういうのぞくぞくしちゃう」

「女の子はもっと怖がるものじゃないかしら」

「楽しい方がいいもん。雫も怖がらないよね」

「怖がった方が得になるなら、そうするわ」

　さすがにそんなシチュエーションは知らない。だいたいこの女がゴキブリや蛾がにキャーとか悲鳴を上げているのを聞いたことがなかった。

　これは例の「三さん郷ごう雫様に罵ののしってもらう会」のデータだそうだが、こいつが驚いたり叫んだりすることはまずないらしい。昆こん虫ちゆうだろうと爬は虫ちゆう類るいだろうと平気。暗がりにも怯おびえることがなくて、もっぱら防犯上の理由で避けるようなところにもすたすた入っていく。大声で騒ぐこともなかった。「三郷雫様に罵ってもらう会」の連中はそこがまたぞくぞくするらしく、「雫様に罵って貰うときは低い声で耳元にお願いしたい」などと言ってるそうだ。変態は奥が深い。

　そんなことを思っている間に、雫は扉を開けた。向こう側の部屋は、こっちに負けず劣らず暗かった。

　例によってじめっとしており、水の匂においまでする。ここも天井から漏もれているのか。

「ナツル、たいまつを」

「あいよ……あ」

　火が消えそうになっていた。木もく片へんの長さも短い。

　俺は引き返して材料を取ってくることにした。さっきの壊れた扉でいいだろう。

「待っててくれ」

「早くしなさいね」

　言われなくたってそうするよ。

　引き返す。またあのぬいぐるみの中を渡らなきゃならん。

「あたしも行く」

　と紅あか音ねが言ったのは、多分気まぐれだったのだろう。一人でも十分できるような作業だったからだ。それでも俺おれは止めなかったし、止めるようなことでもなかった。それが幸いだったのかどうかは分からない。

　次の瞬間、轟ごう音おんと共に、いきなり天井が崩れたのだ。












第二章







「あ……危ねえ」

　俺おれは我知らず呟つぶやいていた。ちょうど隣室へと続く扉がある天井が崩れたのだ。あのままあそこにいたら、瓦が礫れきが頭にぶつかっていたかもしれない。いくらケンプファーの身体からだとはいえ、無事で済むとは思えなかった。

　コンクリート片と埃ほこりが舞っており、視界が悪くなっていた。俺は手で鼻と口を押さえながら扉に駆け寄った。

　二人の姿はない。向こうの部屋に行ったのだ。瓦礫は避よけられただろうか。

「おい、大丈夫か!?」

　返事がない。俺は焦って何度も呼びかけた。

「水み琴こと！　雫しずく！」

「……平気よ」

　いつもと変わらない雫の声。

「私も水琴も無事」

「おー、ナツルー。そっちも平気そうだね」












　幼おさな馴な染じみ殿の声質にも変化はない。ほっと胸を撫なで下おろす。

「俺おれも大丈夫だ。紅あか音ねは……」

　ちらっと背後をうかがうと、猛犬女はけろりとしている。

「あたしは千ポンド爆弾が落ちたって死なねえよ」

「いつもと変わらない。無事」

「ならよかった」

　雫しずくがそう言った。冷静な口調に、ほんの少しだけ安あん堵どが混じっている感じがしたんだが、俺の気のせいだろうな。

「水み琴ことに雫、怪我はないか」

「ないわ」

　雫がそう言い、すぐに付け加えた。

「ナツルはいつも水琴を先に呼びかけるのね」

「え……いいじゃねえか、別に」

　順番になにか関係があるんだろうか。

「そうね。別にいいわよ。あなたにはね」

「……なにか含みがあるな」

「今さら、あなたに女心の理解を期待したって仕方ないから」

　なんだか分からない。説明を求めようと思ったが、雫はさっさと話を変更してしまった。

「怪我なら、私はないわよ」

「あたしは足をすりむいた」

　水琴が言ってくる。

「おい、平気か」

「転んだだけだよ。そんなに痛くないし」

　確かに声は明るい。ヘビに嚙かまれても笑ってるような女だからなあ。

　何故か水琴は嬉うれしそうでもあった。

「ナツルがあたしの心配してくれるなんて、珍しいねえ」

「俺はお前が怪我をしたことが珍しい」

「か弱い女の子だから、怪我だってするよ」

　か弱いとか意味が分からん。男だって怪我くらいする。

　水琴に声をかけた。

「消毒液とかなかったか？」

「ないよ。あんただって持ってないでしょう」

　そりゃまあそうだ。繰り返しになるが、プールに落ちたのは不可抗力である。

「舐なめておこうと思ったけど、すりむいたのすねなんだよね。口が届かない」

「猫じゃないんだから。変なこと言ってねえで、せめて汚れくらい拭ふいとけよ」

「私が舐なめましょうか」

　と言ったのは雫しずくだ。舐めるって、どうするんだ。

　顔は見えないものの、水み琴ことが慌てるのが手に取るように分かった。

「ちょっ……ちょっと会長、なにすんの!?」

「雫でしょう」

「雫、やめてよ！」

　揉もめてるような音がする。そして布が裂さける物音。「きゃー」という水琴の悲鳴。おい、なんだなんだ!?

　そして静かになる。なにやってんだ。

　耳を澄ませても物音がしない。いや、猫が水を飲むような音がしてるようなしてないような……？

　やがて、立ち上がったとおぼしき物音。横になってたのか。

「終わったわよ」

　雫が言った。

「一応、服を破いて包帯代わりにして、傷口を覆おおっておいたから」

「びっくりした……」

　これは水琴だ。

「なにされるかと思った……。雫が服を脱ぬがすんだもん」

「怪我なんかするからよ」

「本当にすねを舐めたんだよ。くすぐったいって……」

「もっと舐めた方がよかったの？」

「いいから。どうせならナツルに舐めてもらいたい……きゃ、ちょっと、会長」

「ナツルの傷口を舐めるのは、私の役よ」

「そんなこと言って……どこを……はあ」

　なんか水琴の声が艶つやっぽい。熱を帯びていそうだ。いったいなにが行われているのか。

「おら、非常時になにやってんだおめえら」

　業を煮やしたのか、紅あか音ねが叫んだ。

「二人きりになるとそれか。レズは家に帰ってからやれ」

「ちょっと、レズなんかじゃないわよ」

　水琴が言い返してきた。

「ねえ雫」

「……」

「え!?」

　多分水み琴ことはたじろいでいるはず。俺おれだってびっくりしたくらいだ。

「冗談よ」

「真顔で言わないでよ。冗談に聞こえないから」

　どんな顔でやりとりしてるんだか。

　俺と紅あか音ね、水琴と雫しずくは二手に分断されていた。落下してきた天井と大量の土砂で、隣室への出入り口が塞ふさがれてしまったのだ。だから互いに姿が見えていない。てっぺんのあたりで繫つながっていて、声はそこから通じているのだが、猫が一匹通れるか通れないかの穴だ。

　雫の声だけが聞こえる。

「ナツル、魔法ツアウバーで瓦が礫れきを吹き飛ばせない？」

「やってみるけど……無理っぽいぞ」

　俺は少し離れると、手に力を込めて炎を放つ。

　爆発音はしたが、瓦礫の表面に焦こげ目めを作り、ある程度穿うがっただけだ。やり続ければいつかは穴が開くだろうが、どれだけの時間がかかるか分からない。

「駄目だな」

「仕方ないわね」

　雫の声は落胆したようには聞こえない。予想はしていたんだろう。

「なあ、そっちには出口はあるか」

「暗くてよく分からないけど、ありそうね」

「見えないのか？」

「たいまつを持っているのはナツルだもの」

　そうだった。でもそれも、この騒ぎでどっかに落としてしまった。また作らないと。

「部屋の中はどうだ。変わったことは」

「資材置き場みたいになってるわね。がらくたばかりよ……ねえナツル」

「なんだよ」

「ずいぶん私のことを心配してくれるのね」

　虚を突かれたので、あえて言い返す。

「雫だけじゃねえ。水琴のことも心配してる」

　奥から「おー」という水琴の声がした。

「怪我人の具合を心配するなんて、ナツルも成長したねえ」

「うるせえ。お前の方が年下だろ」

「今度はあたしがナツルのことを心配してあげるよ」

　意味ねえだろ、それ。少なくとも俺は無傷だ。

　俺は背後を振り返った。入ってきたところから、もう一度通路に出る必要があるな。うまく合流できたらラッキーだが。

「おい、俺おれと紅あか音ねは部屋から出るぞ」

「じゃあ私と水み琴こともここから出るわ。外で合流しましょう」

　雫しずくが言った。

「でも、すぐに会えるかどうかは分からないから、二人一組を守るようにしなさい。絶対にはぐれないこと。いい？」

「分かってるよ」

「怪我しないでね」

　雫にしては珍しい台詞せりふを背後に受けつつ、俺と紅音は瓦が礫れきの山から離れていった。




　改めて廃材を利用し、たいまつを作る。今度も魔法ツアウバーで点火した。

　通路はかすかに明かりがあるが、やはり火があると違う。ずいぶん楽になった。

「先になんにもねえな」

　紅音が言った。俺もひょっとしたら隣室への戸があるんじゃないかと期待していたんだが、つるっとした壁が続くだけだった。

「しゃあねえ、行くか。あいつらと合流しなきゃならねえ」

「……ああ」

「なんだよ。合流するって言ってたのはおめえだろ」

「そうだけど、紅音が雫と水琴を案じるなんて珍しいな」

「別に案じてるわけじゃねえ。二人より四人の方が有利だからだ。それに……一応仲間だからな」

　ひょっとしたら照れているのかもしれないが、俺はあえて紅音の顔は見なかった。

　二人で通路を歩く。足音がやけに響いていた。

　歩くに連れ、湿気が酷ひどくなってきた。暑さも感じる。地下水でも湧わいているんだろうか。それとも温泉か。

「なんか暑くなってきたな」

　紅音も同じことを呟つぶやいている。

「まったくろくなもんじゃねえ。今朝の天気予報じゃここまで残暑が厳しくなるなんて言ってなかったぞ。早いとこここから出て、シャワーでも浴びるか」

「また水かぶるのかよ。さっき散々やったじゃないか」

「アホ。入りたくもねえプールとシャワーじゃ気持ちが違う。本当だったら風ふ呂ろにも入って、あがったら一杯やりたいところだ」

「お前、酒飲むのか？」

「いや。下げ戸こだ」

　てことは、飲んだ経験くらいはあるのか。俺たち未成年じゃなかったっけ。

　しかしまあ、こんなとこから出たいというのは同感ではある。なにやってんだか分からなくなってきたし、身体からだは濡ぬれているし。

　前方がＴ字路になっている。正確にはトの字になっていた。俺おれと紅あか音ねは右側に首を伸ばした。身体全部を晒さらさなかったのは、万が一敵がいることを恐れたため。

　ふと、なにか音がした。天井に目をやる。

「ナツル、どうした？」

「いや……なにか聞こえたような」

「人か？」

「そうじゃなくて、壊れるような音」

「いちいち気にしてたらしょうがねえぞ」

　まあそうだな。こんなことで立ち止まっていたら、先に行けやしない。

　改めて見る。扉もなにもない通路であり、奥は行き止まりだった。

「ちっ」

　紅音が舌打ちする。

「これじゃ雫しずくたちと合流は無理だな」

「あの部屋はどこに繫つながっていたんだろうな」

「見当もつかねえ。あたしたちは行けるとこまで行くしかねえんだ」

　ごもっとも。こいつは犬の分際で、時々正論を吐く。

　まっすぐ歩くことになった。

「どっかで身体乾かしたいな……」

「魔法ツアウバーがあるじゃねえか。遠慮なく使え」

「馬ば鹿か。濡れてるからって身体をガスバーナーで炙あぶるやつがどこにいるんだ。俺、死んじゃうだろ」

「火力くらい調節しろよ」

「調節したって火だ。ドライヤーじゃないんだぞ」

　そんな便利なことができたらとっくにやってる。やっぱりこいつは短絡的だ。

　それほど行かないうちに道が傾斜してきた。スロープのようになっている。

「結構急だな」

　俺は先を眺めながら独り言を言った。このたいまつでは、奥がどうなっているかは分からない。

　紅音が例によって文句を言う。

「また地下かよ。こんな穴蔵作りやがってどういうつもりだ」

「俺に訊きくなよ」

「訊いてねえよ。怒りをぶつけてるんだ」

「だから俺おれのことだと思うだろ」

「本当におめえのことだったら、今ごろ首から上は穴だらけだ」

　噓うそじゃないから恐ろしい。なんで猛犬と二人きりなんだろう。俺、生きて帰れるのかな。

　ゆっくりと坂道を下った。

「歩きづれえ。階段にしろ」

「なんか資材でも入れたから、坂なんだろ」

　俺は適当な返事をしたつもりだったんだが、紅あか音ねは妙に感心していた。

「はっ、おめえたまにはいいこと言うじゃねえか」

「たまにはってなんだ」

「てことは、ここの下にお宝でもあんのか」

「水み琴ことならそう思うだろうけど、違うだろ」

　地下に巨大金庫があったら面白いかもしれないけど、必要はないはずだ。なにか人目につくとまずいものがあるんだろうな。多分。

「どこのどいつがこんなことしやがったんだ。物好きめ」

「人間とは限らない……って、雫しずくが言ってたな」

「エイリアンでも構わねえよ。いや、むしろそっちの方がいい。人間撃ったら後味悪いが、エイリアンだったら遠慮なく殺ばらせる」

「本当かよ」

　と言ったのは、エイリアンのこと云うん々ぬんではない。後味のことだ。

「お前、相手が誰だれだって遠慮なんかしないじゃん。沙さ倉くらさんだって撃って命中させてたし……」

「あん？　てめえ、あたしの繊せん細さいな乙女心にケチつける気か」

　繊細ときたよ。

　紅音はまた銃ゲヴエアーを出現させた。

「あたしはピュアだ。人を撃った後は気になって三日は寝られねえくらいだ」

「そりゃさすがに噓だろ」

　紅音が銃口をポイントする。俺に。

「なめんなよ。本当のあたしは気弱でか弱くて、そよ風にもよろめく乙女なんだ。ケチつけたら許さねえ」

「だから銃を下ろせって」

　そういえば、雫も水琴も、自分のことを乙女とか言い出すよなあ。俺に乙女の押し売りでもしてるんだろうか。そんな高そうなの買わないぞ。

「誰だろうと平気で撃ってるじゃないか」

「ありゃものの弾はずみだ。こうやってる方が緊張する」

「俺おれのことはもっと撃ってるだろ……」

「おめえを撃つのはもっと別の理由だ。……だよ」

　珍しく小声だったので聞き返した。

「なんだって？」

「愛情だ、愛情の表れだよ」

　少し目線をそらしていた。思わず俺は言葉を返す。

「また馬ば鹿かなことを」

「……ふざけんな！」

　激げつ昂こうした。ほらやっぱり。この猛犬女はいつもそうだ。

「まったく、おめえみてえな馬鹿ははじめてだ！」

「どうしていつも俺が馬鹿なんだよ！」

「馬鹿だからに決まってるじゃねえか！」

「だったら証明してみろよ」

「いくらだってしてやる！　おめえは鈍感。成績だってあたしより悪い。舌はお粗末ですぐに遅刻をする。それに──」

　不意に彼女は、銃口を俺から背後に向けた。

「敵がいることにも気づかねえ！」

　俺は慌てて背後を向いた。

　紅あか音ねが引き金を引く。弾がいくつも飛び出し、一直線に突き進む。

「なーんだ、バレてたんだ」

　妙に幼い声。そして風車のようになにかが回った。

　鎌かまのついた鎖だと思い当たった瞬間、弾丸をたたき落とした人影は、こちらにダッシュしてきた。

「てやー！　理り香かちゃん再び参上！」

　中学生の白いケンプファー、植うえ田だ理香であった。小柄な身体からだがゴム鞠まりのように跳はね、突っ込んでくる。

「ロリ女、てめえか！」

　紅音が叫ぶ。

「ちょうどいい、今度こそ穴だらけにしてやる！」

「うるさいお犬さん、あんたから片付けちゃうんだから！」

「やってみやがれ！」

　紅音は再び発砲。鎖くさり鎌がまと銃弾が交こう錯さくする。

　理香の顔は楽しそうだった。この女も血に酔う口か。一方の紅音も怒り狂っているものの、犬けん歯しを剝むき出だしにして歓喜に満ちた表情だ。

　似たタイプの二人が激突した。銃ゲヴエアーと剣シユヴエアトがぶつかり、金属音を奏でる。

　そして離れた。

「ちょうどいいぜロリ女。前からおめえのことが気に入らなかったんだ。死んでもらうぞクソが」

「理り香かちゃんは犬が好きだけどあんたは嫌い。保健所に送っちゃうんだから」

「その前に、あの世に送ってやるよ。おいナツル、手を出すなよ」

「え、なんで」

　俺おれは手のひらに力を込めようとしていたのを、一時中断した。

「このロリはムカつく。あたしが殺すことに決めた。楽しみ奪ったら承知しねえ」

「二人の方が楽じゃないか？」

「デザートのケーキは独り占めすんのが好きだ。おめえだって初回限定ＤＶＤの特典を、他人にあげたりしねえだろうが」

「俺、初回限定とか買わないし」

「じゃあ明日からちゃんと買え！」

　もうなにがなんだか。

　理香は「ひょー」とか言いながら飛び回っている。ケンプファーの身体能力のためか、本当に飛んでいるのだ。飛行しているわけではなく、ジャンプの浮遊時間が異常に長いのだが。

　そして鎖くさり鎌がまは、正確に紅あか音ねを狙ねらっていた。

　紅音は紅音で「ふざけんなロリ。死ね死ね死ね」と叫んでは、自分に飛んでくる鎌かまを撃ち落としている。弾が無限に出てくるからこそできる技だろう。理香は鎌を回収してさらに投げつける。

　銃声と金属音で頭がガンガンしてきた。ひでえ騒音だ。戦ってる連中はアドレナリンが出てるためかまったく気にしていない。

「クソロリが、くたばれ！」

「お犬さん、死んじゃいなさい！」

　ほとんど罵ば声せい大会だ。俺が参戦したところで、言い負かされるのがオチ。

　理香が鎖を投げる。金属製の端はしっこが伸びた。ただ見当違いの方向で、床に向かっている。そのため紅音の注意がそれる。

「えいっ！」

　少女の号令と共に、床にぶつかった鎖は、弾はじかれて紅音の足首へと向かっていた。

「うおっ!?」

「とあっ！」

　紅音の足首に鎖が絡みつく。理香は力を込めて引っ張り、猛犬女はバランスを崩した。

「いただき！」

　鎌かまを手に、理り香かはいったん舌なめずり。そして喜悦の声と共に突進してきた。

「その首を切り落とすんだから！」

「そうは行くか！」

　足を滑らせながらも紅あか音ねが絶叫。銃口を理香の額にポイントしようとする。

　しかし間に合わない。ぎらぎらする鎌が紅音の首を切断しようとしていた。

「……きゃーっ！」

　悲鳴が上がる。紅音だったら、猛犬のくせにこんな可愛い声も出せるのかと驚いたところだったが、理香のものだった。たたらを踏んで、頭から紅音に突っ込んだのだ。

　二人はそのままごろごろ転がる。

「近寄んなボケ！」

　紅音は怒鳴ると、理香の頭頂部に銃じゆう把はを振り下ろした。

　ごんと鈍い音がして、小柄な少女は目を回した。

「おい、大丈夫か」

　俺おれは紅音に駆け寄る。猛犬女は目を充血させて起きあがるところであった。

　そして何故か俺に銃を向ける。

「てめえ……なにしやがる」












「なんのことだよ」

「あたしを助けただろう！　魔法ツアウバーを使いやがったな！」

　顔を全部口にして俺おれに怒鳴る。そうなのだ、とっさに理り香かに向かって炎を放ったのである。あの少女はおかげでバランスを崩し、堪えきれずに紅あか音ねに突っ込んだのだった。

「手出しすんなって言ったよな!?」

「だってあのままじゃ、お前やられてたぞ！」

「あそこから少年マンガみてえな反撃がはじまるとこだったんだ！」

　無茶苦茶だ。助けた感謝よりも、屈辱が遥はるかに上回っているらしい。めんどくさい性格だが、サポートした俺はどうなる。

「許さねえ。ロリと一緒におめえも昇天させてやる！」

「馬ば鹿か馬ば鹿か。こういうのを仲間割れって言うんだぞ！」

「たった今、おめえは仲間じゃなくなった！」

　俺は急いで手を振った。このままじゃこの女は撃ってくる。

「待て、落ち着いて考えろ。仲間割れはあとにしよう」

「あとになったらおめえの脳天ぶち抜いてもいいのか。だったら今やっても同じだな」

「やっぱりやめてくれ。それより、これはどうすんだ」

「あ？」

「この娘こだよ」

「……ああ」

　俺たちは、足あし下もとで気絶している理香を見下ろした。反射的に紅音が言う。

「殺すか」

「すぐそれだ。これって言ってみたら捕虜だろ。ジュなんとか条約を守んなきゃならないんじゃないのか」

「ジュなんとかってなんだ。ジュール・ベルヌか」

「ジュニーニョ条約だったかもしれない」

　川崎フロンターレのサッカー選手がどうして関係してくるのか俺にも不明だったが、とにかく殺すのはよろしくない。

「ほら、起きるのを待って色々訊きいたら、なにか分かるかもしれないだろ。ここからの出口とか」

「あん？」

「俺たちはプールだったけど、この娘は違うところから入ってきたはずだ。訊いた方がいいだろう」

　とっさに出た言葉だったが、我ながらいい案だった。ここでほったらかしにしても、俺たちはうろうろするだけである。

「……ふん」

　紅あか音ねは苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔だった。俺おれの案が間違っているというより、言い負かされたのが癪しやくらしい。

「じゃあ好きにするんだな」

「連れて行こう」

「どこへ」

　胡う散さん臭くさげな顔をする紅音。

「ここは地下だぞ。あたしたちはどこになにがあるかなんて知らねえ。どうすんだ」

「そうだなあ」

　確かに考えどころだった。




　俺と紅音は、結局理り香かを背負うことになった。

　どっちが背負うかでそれなりに揉もめ、最後はじゃんけんに頼って、紅音がやることになった。本当は男の役目なのだろうが、今はどっちも女である。体力に差なんてない。

　紅音は「ロリを背負うなんて、子守してるみてえだ」と嘆いた。似合ってると言おうと思ったが、さすがに自重する。本当に殺されかねない。

　幸い、下り坂はすぐに終わっていた。突き当たりにシャッターが降りていて開かなかったが、隣にある扉に鍵かぎがかかっていなかった。

　扉の中は小部屋になっていた。例によって綺き麗れいとは言い難いが、ここは水みず漏もれがなくて湿気ていない。その代わり埃ほこりっぽかった。

「休きゆう憩けい室しつかなんかか」

　紅音が床に理香を下ろしながら呟つぶやく。俺は室内を見回していた。椅い子す一つない素っ気なさだが、壁かべ際ぎわにごついレバーがついていた。

「コントロールルームじゃないかな」

「なんだそりゃ」

「そこにレバーがあるだろ。あれを操作すれば、シャッターが開きそうだ」

「じゃあやってみろよ」

　言われるまでもない。上に突き出ているレバーを下に動かそうとする。動かなかった。

「……駄目だ。固い。ケンプファーの力でもどうにもならない」

「電気でも要いんのか」

「錆さびてるだけかもしれないけど」

　どっちにせよ操作は難しい。あのシャッターの開閉は諦あきらめるほかなさそうだ。

「仕方ねえ。ちっと休むか」

　紅音が肩をぐるぐる回している。

「もう疲れたのかよ」

「アホ。いつまでもこいつ背負ってるわけいかねえだろ」

「ここに捨てるわけにいかないぞ」

「聞きたいことあんだろ。起きるのを待つしかねえな。もし背中で目覚められたら、ろくなことにならねえ」

　確かに、いきなり首を搔かこうとしそうだもんなあ。

　理り香かは壁かべ際ぎわから少し離れたところに寝かされていた。俺おれは近寄る。

　なんかこうしてみると、結構可愛らしかった。寝顔ってのは、どんな人間でもレベル三割り増になるそうだが、フィギュアみたいだ。今にも「お兄ちゃん」って言いそうな気がする。言って欲しくないが。

　紅あか音ねが不審そうに、

「おめえ、ロリコンだったか？」

「違う。なに言い出すんだ」

「今にも服を脱ぬがせそうだったぞ」

「そんな趣味はないから」

　ロリコンなんてのは、男子部二年四組にもいないはずである。東ひがし田だは年上趣味のマゾだ。……考えてみたら、他の連中の性せい癖へきは知らないな。ひょっとしたら幼女趣味はいるかもしれない。俺としては、公表しないまま墓まで持っていって欲しいと願うだけだ。

　理香から離れる。壁際に座った。

　隣に紅音も腰を下ろす。暗く辛気くさい室内に、二人して休きゆう憩けいする構図になった。

「……なあ紅音、変身したままで元に戻らないのか？」

「いいじゃねえか。おめえだって女のままだろ」

「まあな」

「……確かに、あたしもこんだけ変身したままでいるとは思ってなかった」

「変身嫌いなのか」

「そうじゃねえ。ここに来る前、サシで話をしただろうが」

　ええと、駅で集合する前に、お茶飲んだあれか。なんだか遠い昔に感じられる。

「あたしはおめえと二人きりになるなんて、あれだけで十分だと思っていた。あとは変身前の姿で一緒にいられりゃ満足だったんだよ」

「だけどまだ変身したままだろ」

「まあな。……もしかしたら、未練が出ちまったのかもしれねえ。あんまりよくねえことだと思うんだが」

　彼女は握にぎり拳こぶしを作って、何度か自分の頭を叩たたいていた。

　未練とは何だろう。猛犬紅音にそんな単語は似合わない。どう見ても刹せつ那な的に生きるタイプだ。

　それにしても、この女は面白いというか変わっている。普通、ケンプファーになると色んなものが変化するんだが、こいつは特に性格ががらりと変質するのだ。しかもしばしば、別人格のような発言までする。この感覚は俺おれには分からない。雫しずくも、水み琴こともそうだろう。何かの本みたいに、心の中に二十四人も人格があるよりはましだが。

「変身前のあたしが本物で、こっちはちょっと違うんだ。こいつは忘れるべきじゃねえ」

「すぐ撃つもんな」

「そういう意味じゃねえよ。……とにかく、よくねえんだ」

　俺はきょとんとした。

「よくないって……お前は美み嶋しま紅あか音ねだろ」

「そうだよ」

「ならいいじゃないか。俺はどっちもお前だと思う」

　紅音が、俺の瞳ひとみを覗のぞき込こんだ。

「……本音か？」

「もちろん」

「……ならそれを、変身前のあたしに言ってやんな。喜ぶぜ」

　そしてこいつは付け加えた。

「あたしも少しは、な」

　それきり、この女は黙った。

　薄暗い中、俺と紅音は並んで座ったままだった。かすかに空気の流れる音がしている。どこかに換気口でもあるんだろうか。

　猛犬バージョンの紅音と二人きりなんて、珍しいかもしれない。変身前の彼女と出歩いたことはわりとあるんだけどな。

　そう考えると妙な気分である。言うなれば、危険物置き場の中にしゃがみ込んでいるようなものだからだ。隣の人物は導火線の短いダイナマイトである。

「おい」

「わ、ダイナマイトが喋しやべった」

「なんだ？」

「なんでもない」

「変な野郎だ……このロリだけどよ」

　紅音がつま先でつつく。

「殺すつもりはあるか？」

「なんてことを。ねえよ」

　俺はかぶりを振った。反対するかと思ったが、紅音は鼻を鳴らすだけだった。

「ふん。やっぱりな」

「なにが」

「おめえ、覚えてなさそうだが、雫しずくのときも同じこと言ったぞ」

「なんだっけ」

「あたしが雫を殺そうとしたら止めたんだよ、間抜け」

　いちいち一言多いな。

　思い返してみれば、そんなことを言った気がする。確かあれは、最初に雫と戦ったときのことだ。沙さ倉くらさんが誘拐されたと思ったら雫の罠わなで、とにかく苦労して勝利したのだ。あのときは敵だったが、今は味方。だよな。

「あんときのおめえは、とんでもねえ甘ちゃんだと思っていたが」

「いまは違うのか」

「いや、今でもそう思っている」

　猛犬女は言下に否定した。

「敵に情けはかけるわ、ツメは甘いわ、どうしようもねえ」

「……悪かったな」

「けどまあ、それがおめえのいいところかもしれねえ」

　紅あか音ねはそんなことを言う。

「あたしははっきり言うが、戦ってりゃいいと思っている。全員死ねば片はつく。簡単だ。……まあ、変身前のあたしはそんなこと思ってねえが」

「平和でいいじゃないか」

「黙れ。こりゃ雫だってそうだ」

「そうか？」

「あたしほどじゃねえけどな。あのいけ好かねえ女、戦い続ければ意味は見えてくるみたいなことを言ってたぜ」

　そうだった。もう忘れていたけれど、こいつよく覚えていたな。

　ふとあることが思い浮かんだので、口にしてみた。

「でもそりゃ当たり前だろ。ケンプファーなんだから」

「そういうこったな。戦うための存在だって、セップククロウサギに言われた」

「俺おれはハラキリトラだ」

「戦うってのは相手にとどめを刺すことまで含めるべきなんだ。現に雫の野郎、あたしたちと会うまでに相当やってたみたいだぞ。味方もいたみてえだからな」

　なんか雫の先輩がいたらしい。ケンプファーについて教えてくれたとかなんとか。名前は聞いたかもしれないが忘れた。

　紅音の目が俺を向く。

「なのにおめえは殺すなときている。こいつはもしかしたら、あいつらにとっても予定外かもしれねえ」

「誰だれだよ」

「頭の悪いやつだな。モデレーターだよ」

「ああ……」

　そうか。俺おれたちはモデレーターによってケンプファーにならされ、臓物アニマルたちに導かれているんだった。

　ケンプファーが戦うためにあるってことは、ネーミングからも明らかだ。なんでドイツ語かは知らんけど。戦わなきゃならんから、同じ場所に出現したりする。

　実際に俺も戦っているんだが、完全に打ちのめすということはしていなかった。故意にやっていたわけじゃないけど、そうなっている。いわば現状維持なんだが、好ましくないことなのだろうか。

　紅あか音ねは自分に言い聞かせるように喋しやべっていた。

「このことがどうなるかは、あたしにもさっぱり分からん。もしかしたらなにも影響がないかもしれねえ」

「俺が考えていたことは無駄か？」

「かもしれん」

「だとしたら考え損だ」

「だけどおめえの利点にゃ違いねえんだ。おめえがここにいて、そんなことを考えているのがいいことなんだよ。少なくとも、変身前のあたしならそう思う。だからなあ」

　じろっと、紅音は俺に眼光を飛ばした。

「もっと変身前のあたしに優しくしろってんだ」

「俺は優しいだろ」

「はあ？　お前狂ってんのか!?」

　ひどい言いぐさだ。そりゃ中学生の時、担任教師に「瀬せ能のうはもっと視野を広くするように心がけなさい」とか注意されたが、いまのままで十分だろ。俺は優しさで溢あふれている。女の子には特に。

　だが猛犬紅音は、明らかに俺のことを虫のように思っていた。

「あたしがどんなにアプローチしても無視するし気づかねえ。砂浜に水撒まいているようなもんだ。変身前のあたしの心は五十回は折れたぞ。くっつけるのもえらい苦労だ」

「優しいと思うぞ」

「なにしようとけろっとしてんのは優しいって言わねえよ。まったく頭に来る。なんで変身後のあたしまでこんな気分になってんだ」

　紅音は一人で喋って、一人で怒っていた。そして俺は言われっぱなし。

　考えてみれば酷ひどい話である。いやもちろん、俺おれの立場が。どうして猛犬女にここまで罵ののしられなきゃならないのか。俺がもうちょい復ふく讐しゆう心しん旺おう盛せいだったら、二人っきりの今、サドっぽいことをしちゃうぞ。

「つまりなんだ、紅あか音ねちゃんは俺のことが、気に入ってると」

「はっきり言わないと、ジジイより耳の遠いおめえにゃ分からねえだろうな。変身前のあたしは、おめえのことが好きなんだよ」

　俺は一瞬絶句した。

「あ……それ、やっぱりか」

「この野郎、薄々感づいてやがったな。そんな素振りばっかだったろうが」

「いや、本気かどうかよく分からなかった」

「変身前のあたしが、そうそうはっきり言えるわけねえだろ！　クソアマのことばかり気にしてっから、身近な人間のことが見えねえんだよ。変身前のあたしは、おめえに関しちゃ病的なくらい固執してっぞ。あいつは視野が狭いから、おめえ以外の男のことなんか目に入りゃしねえ」

「お前は視野が狭いだけじゃなくて乱暴だよな」

「黙ってろ。だから、あいつにはおめえから言ってやんなきゃ駄目なんだ。おめえが好みだなんて言うから、一歩リードしたと思ってるぞ」

「そんなこと言ってるな」

「イエスかノーか……あたしとしてもイエスって言ってやれと思うが、とにかく、決断しなきゃなんねえのはおめえなんだよ」

「う……分かってるよ」

「分かってねえだろ！」

「いやいや、本当に分かってるって！　雫しずくのときも同じようなことを言われたんだ」

　そう、あの生徒会長も答えを求めているのだ。そして水み琴ことも。

　女の子たちはそれぞれ自分なりの感情をぶつけてきており、回答を欲していた。そして俺は、それに答えなければならない。義務っぽいが、本当に義務なのである。彼女たちが真剣なのだから、俺も真剣にならないと失礼だってことだ。

　しかしそれにしても、紅音までこんなことになるとは。女難の相でも出てるのか。ひょっとしたら委員長さんたちも言ってきたりしないだろうな……って、うぬぼれが過ぎますね。

　紅音はひとしきり喋しやべった後、ふうとため息。

「なあ……おめえ、変身前のあたしに悪いとか思わねえのか」

「いいとか悪いとかないだろ」

「その図太さ、見習いてえよ」

　お前ほどじゃないと思うんだけど。

　猛犬女が黙ってしまったので、俺おれは眼鏡めがねの紅あか音ねちゃんのことを思い浮かべた。

　あの娘こは内気で声も小さいが、俺に好感を持ってくれている。タイプってこともあるが、やはり嬉うれしい。

　しかし眼前にいる猛犬女はどうなんだ。いまのことは、あくまで変身前の話だからなあ。

「紅音」

「なんだよ」

「おまえさ、変身前の自分に優しくしろとか言ってるだろ」

「もっと言って欲しいのか」

「違うよ。その……ほら、変身前の紅音が、俺に好感持ってるんだろ」

「そんなぬるいもんじゃねえけどな」

「お前はどうなんだ」

「なんだ？」

　紅音が片かた眉まゆを上げる。

「今のお前は……俺のことをどう思ってんだ」

　猛犬女は特に考えることもなく、言った。

「……同じだよ。あたしはこんなおめえのことが、気に入ってる」

　俺はしばらく目をぱちくりさせた。

　こっちは半分冗談のつもりで訊きいたのである。なんかいきなり殊しゆ勝しようなことを言ったぞ。なにかあったら銃ゲヴエアーを振り回して撃つことにエクスタシーを覚えているようなやつが可愛らしいことを。悪いものでも食べたんだろうか。プールに落ちたときたくさん水でも飲んだんだな。きっとそのせいだ。

　と、紅音の目つきが悪くなった。

「……おめえ、なんかくだらねえこと考えてねえだろうな」

「いや、別に」

「いいや考えている。あたしが悪いもの食って腹を壊したとか、そんなのだろう」

　なんという勘のよさだ。女の勘のよさには常々驚いていたが、こいつまでとは。犬は鼻だけではなく第六感も利くらしい。

「気にいらねえ野郎だ。こんな阿あ呆ほうのことが頭から離れねえってんだから、変身前のあたしも変身後のあたしも、馬ば鹿かすぎて涙が出てくるぜ」

「泣けばいいだろ」

「なんでおめえにそんなこと言われなきゃなんねえんだ！」

　いきなり紅音の顔がアップになった。迫力がある。気の強い女の子が泣くと可愛いってなにかで読んだことがあるが、怒ると怖い。

「あたしはあたしなりに、しおらしくしてるってのに」

「なにがしおらしいんだか分からない。殺意しかないんじゃないのか」

「他に言い様ってもんはねえのか！」

　なんでかこの女は、顔を赤くしていた。暗がりなのでいまいち見づらいが、きっと赤い。でも、なんで？

　その答えは紅あか音ね自身が明かした。

「あたしはあたしなりに告白したんだよ！」

「へ？　なにが？」

「分かんねえやつだな！　気に入ってるって言っただろ！」

「それが？」

　いきなり紅音は、俺おれの胸ぐらを摑つかんだ。

「それがじゃねえ。変身前のあたしもおめえのことが気に入っていて、変身後のあたしも実は気に入ってたんだ。これで二倍だ。雫しずくや水み琴ことより多いぞ。どうだ」

「どうだと言われても」

　俺は迫力に圧おされた。ちょっとびびってしまい、混乱しかかったのである。だっていきなり叫び出すんだもん。

「鈍い野郎だな、殺すぞ」

「死にたくないって」

「雫や水琴も告白しただろうが、これであたしが有利だ。第一、おめえはあたしが好みのタイプなんだろうが！」

「そりゃそうだけど」

「けど!?」

「そうだよ、そうだって」

　頭揺さぶられちゃどうにもならない。目が回るなんてものじゃ。

「だったらなんの文句があるってんだ。お互いが好みなんだろ。不平も不満もないじゃねえか」

「殺されるのは……」

「言葉のあやなんだよ！　言うこと聞かねえと殺すぞ！」

　やっぱり死ぬのか。もうわけが分からない。

　必死で頭の中を整理した。つまり猛犬紅音は告白してきて、言うこと聞かないと俺は殺されるらしい。凄すごい話だ。

「自覚したか!?」

　しましたとも。

「あたしはおめえのことが好きなんだよ！」

　そ、そうですか。

　銃を持ったらまず撃つ、他人を見かけたら怒鳴るを実践している女がこんなことを言うなんて、衝撃だった。少なくとも出会った当初は、俺おれのことを捨てられた段ボールくらいにしか思ってなかったはずである。「目に入るだけで邪魔」とかそのたぐい。

　なにより好意を持っているのは変身前の紅あか音ねであって、こんな狂犬だとは思いもしなかったのだ。

「好きだっつってんだから好きなんだよ。他に理由がいるか？」

　紅音は殺意に近い感情をぶつけてくる、これは愛情なのか。

「また脅す……」

「脅さなきゃなにも理解しねえだろうが！　愛してんだ馬ば鹿か！」

「分かった。理解したよ」

　俺は腰を引いて、なるべく冷静になろうと努つとめた。

「だけど、回答は保留だぞ」

「なんだとてめえ!?」

「他の女の子と同じなんだって！　水み琴ことだって雫しずくだって、あとで返事をするって言ってるんだ。ここで言うわけにはいかないだろ！」

　俺なりの誠意である。いくらケースバイケースと言っても、差をつけることはしたくないのだ。どの娘こだろうと平等に冷たい……のかもしれないけど、そういうもんだろ。

「は？　なに言ってるんだおめえ」

　紅音が「馬鹿発見」みたいな顔を作った。俺はきょとん。

「え、だってお前が告白して」

「確かに愛してるよ。だけど前にちゃんと言っただろ。ことがすんだあとも変身するとは限らねえって」

「そういえば」

「だから、おめえに告白した瞬間が大事なんだよ」

「じゃあ返事は」

「いらん」

　再び俺はきょとんとした。お前答えが欲しいんじゃないのかよ。

「本当は欲しいに決まってるだろ。だけどそれはまあ……変身前のあたしに伝えてやれ。あたしにとって大事なのは今だ、今」

　真っ正面から俺を見据えてくる。相変らず目に宿っている意思が凄すさまじい。でもそれは、なんというか純粋なものだった。いつもは狂気か殺意だが、こいつはこんな顔もできたんだ。

「今、お前との関係を深めたいんだよ」

「なにすんだ」

「うるせえ、あたしの言うことを聞くかどうかだ！」

「えー……」

「聞かなきゃ殺すぞ!?」

「聞くよ」

　やっぱりこのパターンか。腕力じゃ到底こいつにかなう気がしないのだ。積極性でも。

　紅あか音ねはさも嬉うれしそうになった。どこに喜ぶ要素があるというのか。脅迫する女に脅迫される男がいるだけだ。

「よし、じゃあ……あれだ」

「？」

「あれだよ、あれ」

　また赤くなった。しかし今までとは雰囲気が違うような。

　そして意を決したように、紅音は言う。

「あたしと、キスしろ」

「は？」

「は、とはなんだ！」

　そうやってすぐ怒る。俺おれはなんとかなだめようとした。

「だってお前とはもうしてるじゃん！」

「ありゃ変身前のあたしとだ！」

「変身後のお前とも……したっけ？」

「知らん。覚えてねえしどっちでもいい、あたしは今したいんだ」

　したいとか、そんな破廉恥な。

　一応紅音は本気っぽい。いや、こいつはいつだって本気だ。殺気に噓うそ偽いつわりがない以上、今だって本気なのだ。

　てことは、キスしなきゃならないんだよな。

　この猛犬と口づけするのか。犬とキスして、狂犬病になったらどうしよう。

　紅音の顔は真正面にあった。だからなんで俺を睨にらむんだよ。この女はそのまま口を開く。

「キスだよキス」

「するのか」

「そうだよ……おい!?」

　近寄ろうとした俺を、紅音が押しとどめた。

「なんだおめえ、変態か!?」

「お前がキスしろって言ったんだろ!?」

「女の姿じゃねえか！」

　そういやそうだった。こうケンプファーになってるのが長いと、自分がどんな格かつ好こうをしてるのかって忘れちゃうよな。

　手首に力を込める。誓約の腕輪が光って、俺おれは男の姿に戻った。

　猛犬紅あか音ねはほっとした、らしい。

「そうじゃないとやる気が出ねえ」

「お前は元に戻らないの？」

「あたしはこのままじゃないと駄目なんだよ」

　こだわっているみたいだが、そういうものなのか。

「……ほら、早くしろ」

「キスを？」

「あたりめえだろ」

「だったら怖い顔すんなよ。やりづらい」

「目をつぶりゃいいだろ」

「あーなるほど。お前頭いいな」

「絞め殺すぞこの野郎」

「お前も一緒に目をつぶってくれ」

　実は俺は噓うそをついた。目をつむると言っておきながら、薄目を開けていたのだ。

　紅音は子供が注射されるときみたいに、きつく目をつむっていた。それでいて口がかすかに開いているもんだから、変な顔つきだ。

「は……早くしろ」

「慌てるなよ。お前とキスしたことあるだろ」

「変身前だって言ってるだろ」

　このまま放置しても、面白いっちゃ面白いよな。

　自分でもちょいと驚いたんだが、俺はじっくりと紅音のことを観察する余裕があった。彼女の頰ほおは赤くて、緊張しているのが分かった。口からは呼吸音がして、まつげがぶるぶる震ふるえているのが面白い。

　そしてなんとなくだが、この猛犬をからかいたくなった。

「おい……早くしろって言ってるだろ、ゴミ野郎」

「お前、ゴミとキスするの？」

「こっ……言葉のはずみだよ。キスしろよ」

「しろ？」

　俺はわざと目をしばたたかせ、なに言ってんだか分からないという様相で紅音を見つめた。まあ、本当は理解してるんだが。

　猛犬女が片目だけを開ける。

「しろって！」

「先生、美み嶋しまさんが乱暴なことを言ってます」

「どこに教師がいんだ！」

　そんなことを怒鳴ってから、紅あか音ねはぶつぶつ呟つぶやくように、

「早くしろ……」

「……」

「ぐ……し、してください……」

「紅音って、やっぱりしおらしいんだな」

「こ……こ……殺してやる……」

「俺おれ、死ぬんだ」

「ばっ、馬ば鹿か……殺すわけないだろ……。お願いだ……キスして……」

　彼女は再び、ぎゅっと目を閉じた。

　俺は気づかれないように頭を振った。いかんいかん、我ながら調子に乗りすぎている。猛犬女があまりにも珍しい姿を見せるもんだから、ついからかってしまった。俺ってサドっけあったんだろうか。

　紅音は驚くくらい緊張していた。身体からだが震ふるえている。他人を撃つときはあんなにためらわないのに。キスに関しちゃ俺だっていまだ緊張するんだが、回数なら先輩だ。積極的になろうと自分に言い聞かせながら、唇を近づけた。

　最初はかすかに触れ、それからゆっくり重ねた。

「ん……」

　吐息が漏もれる。俺のじゃないよ。紅音だ。

　彼女の感情が流れ込んで来るみたいだ。なんか甘いようなくすぐったいような。

　俺は口だけで紅音と触れあっていた。そうなると腕の置き場がない。どうしよう。しょうがないので右腕は彼女の背に回した。残る左腕は、えーと、前？

　これがよかったのか悪かったのか、俺は紅音の膨らんでるところを触ってしまった。

　ぴくんと、猛犬女の身体が跳はねる。

「ひゃ……こら……！」

「あ、ごめん」

「こら……」

　いかんいかん。やっぱり手を前にやるなんて、姿勢も変でおかしい。両腕で抱きしめるのが基本だろうな。俺だけじゃ不安定だから、紅音も手を背に回してくれるといいんだが。

　だが紅音の身体は、何故かふにゃっとなって、崩れ落ちようとしていた。

「お、おい。どうした!?」

　慌てて支えようとするが、彼女はくたっとなる。

「ち……力が入らねえんだよ」

「なんで」

「馬ば鹿か、おめえが……変なところ触るからだろうが！」

　え、あれくらいでこんなことになるの。

　紅あか音ねの身体からだは、それこそ空気の抜けたゴム風船みたいにだらんとしていた。風船と違うところは、それなりにずっしりくることである。

　ろれつの回らない感じで、紅音は喋しやべっていた。

「身体と……頭が……ふわっとして……」

「なにを……」

「ちょっと……駄目だ……」

　顔を見ようとしたら、いきなり背けられた。

「ばっ……馬鹿……見るな……」

「見るなって……」

「見るなって……絶対、だらしない顔になってるから……！」

　かすれた声。俺おれの心臓のあたりはむずむずしてきた。これはふりなんじゃないかな。見るな見るなと言いながら、見て欲しいという。

　俺は自分にそう言い聞かせると、手で摑つかんで、紅音の顔をこっちに向けた。












「こっ……こらあ……」

　ふにゃふにゃした声。うわ、なんだこれ。

　紅あか音ねの表情は今にも溶けそうだった。猛犬モードの凶暴さにいつものか弱さが合わさり、さらに弛し緩かんしたようになって、なんとも言えない色気まで醸かもし出だしている。目は涙がにじんでいて、口は半開きのまま。

　泣きながらも俺おれを睨にらみ付つけたいんだけど、力が入らない。そんな感じだった。

「ふえ……ナツル……よくも見たなあ……」

「いや、なんか見たくなった」

「馬ば鹿かやろ……あたし、怒ってるんだぞ……」

　涙が目め尻じりから、じわっと溢あふれてくる。

　あー、なんか可愛いなあ。紅音が俺の好みってのは事実で、それはもっぱら変身前の眼鏡めがねの紅音ちゃんのことなんだが、こうしている猛犬女も魅力があった。確かに気の強い女が泣くって、なんかぞくぞくする。

「この……ナツルのサディスト……」

「そ、そうか？」

「……あたしをいじめるなんて、なんてやつだ……」

　彼女は指で俺の服を、くいくい引っ張った。

「もっと……してくれ……」

「したじゃないか」

「もっと欲しいんだよ！」

　涙目で求められると、俺も弱い。

　もう一度唇を合わせた。さっきよりも積極的に、紅音は押しつけてきた。

　やっぱり彼女の身体からだには力が入ってないが、唇だけは熱心だった。ぐいぐいと、俺から全てを持っていこうとしている。

　つい俺も、背に回している手に力を込めた。

「ん……ふ……」

　紅音がくぐもった声を上げる。

「もっと……」

　はいはい。力を込めすぎてもしょうがないので、包み込むようにする。俺だって雫しずくにファーストキスを奪われるまでは素人だったんだが、すっかりこんなことができるようになった。人間は本番を通じて成長するのだな。

　紅音は手を動かし、俺の左腕を取った。ん？

「こっちに……」

　俺の左手は再び前に導かれ、紅音の胸のあたりに置かれた。うわ。

「おい、紅あか音ね」

「うる……さいな……。さっきもやったろ……」

「お前嫌がったじゃん」

「嫌じゃない……！　あのときは変な気持ちになったから……」

「変ってなんだ」

「言わせるんじゃ……ねえよ……！」

　えーと、俺おれはこの手をどうすればいいんだろう。ずばり紅音のおっぱいを触っているんだが、所在なさげというか、困る。

「前にも……変身前のあたしの胸を、触ってるだろ……」

「触ったけど……」

「だから今も！」

　よ、よく分からん。そんな理屈でいいのか。

　猛犬紅音の胸は、変身前とは違っていた。具体的な説明を求められると困るが、こう、若干大きくて、そのわりにふわっとしているというか。

　俺は恐る恐る、紅音の胸を撫なで回まわした。その柔やわらかさは、濡ぬれた服の上からでもよく分かった。

「んん……あ……」

　紅音の口が俺から離れ、吐息が漏もれる。うひゃー、色っぽい。

「……もっと……」

「い、痛くないのか」

「いいから……」

　ここからはもう未知の領域なので、揉もみながら手のひらを回した。こんなんでいいんだろうか。間違ってる気がしてしょうがない。

「ナツル……」

　紅音は涙で潤んだ瞳ひとみで、俺を見つめた。

「な、なんです……か」

「直に……触ってくれ……」

　ええー、そこまですんの!?

　ついさっきまでは俺も積極性を発はつ揮きしていたが、また立場が逆転した。ちょっといじめてやるかという気持ちが湧わいたのも事実なんだが、これは予想もしてない。

　すんのっていうか、していいのか。なんていうかここって、得体の知れない地下研究室みたいな場所で、化け物屋敷みたいな雰囲気だぞ。ベッドもなにもないのにいいのだろうか。

　だが紅音は、かすかだったが俺に言っていた。

「変身前のあたしが……おめえと関係深めたいって言ってただろ……」

「う、うん」

「今のあたしになっちまって、すまねえとは思ってるよ」

「誰だれ……に……？」

「おめえにも、あいつにもだよ……」

　あいつと言うのは変身前の紅あか音ねだろうか。猛犬紅音は人格が完全に分離してるのかもしれない。少なくとも、今は。

「でも、本当にこうしたかったんだ……本当だ……」

　紅音はかすれるような声で言う。

「早く、我慢できないから……！」

「俺おれ初心者なんだから」

「あたしだって！　気が変らないうちに……」

「もっと他にさあ……」

「おめえがいいんだよ……！」

　そこまでいわれちゃあ、俺も覚悟を決めるしかない。

　紅音のシャツの裾すそから手を突っ込んだ。彼女は俺が動きやすいように、自分でも裾をまくってくれた。

　手が下から上に上る。なんかぶつかった。また布だ。ブラジャーか。これどうすんだ。

　外すんだよなあ。もちろんやったことがない。男子部二年四組で「ブラジャーはどうやって外せばいいのか」という議論がわき起こったことがあるが、確か結論は「ハサミで切断する」だった。あれは正しかったんだろうか。ハサミは持ち歩かなきゃ駄目か。

　ハサミは持ってないので、指が頼りだ。ホックは後うしろにあるんですよね。

　背中に手を回す。うわあ、紅音の肌ってすべすべしてるんだな。プールの水で濡ぬれてても分かるぞ。

　ブラジャーのホックらしきものがあった。「らしき」なのははじめてだから。だってアダルトビデオ見ても、外すところを詳細に映してくれないんだもん。

　そのためもたもたした動きになった。みっともないというより、業を煮やした紅音が怒り出すんじゃないかと心配した。殺されたらどうしよう。

　ようやく外れた。彼女がわずかに息を漏もらしたのは、圧迫が解とけたからか。そして俺の指は元の位置へ。

　ブラジャーの内側に指が入る。うわあ、生のおっぱいだよ。えっと、これからやっぱり揉もめばいいんだろうか。

　ふにゃっ。ややややや柔やわらかい。さっきよりも慎重に手を動かす。すげえ緊張してきた。慎重に慎重に。そしてついに、突起物に指が触れる。これはひょっとしなくても乳首ですか。

　あんまり乳首はつまんじゃ駄目だとどこかで読んだ。噓うそネタかもしれないけれどどうでもいい。俺おれはもう本当に優しく、羽毛が触れるイメージで乳首を触っていた。

「……ナツル……もっと、強くても……」

「い、痛いんじゃないのか……」

「強い方が……好きだろ……」

「ど、どうだろう」

「平気だから……」

　うわー、エロすぎる。頭がくらくらしてきたよ。

　しばらくの間、俺はおっぱいと乳首をいじる職人と化していた。ど素人から職人に昇格かよ。意味不明だ。

　紅あか音ねは無言で、背中に回していた俺の右手も前にやった。両方触んのか。

　左手と同じようにする。多少はうまくなっただろうか。

「ナツ……ル」

「はい……」

「これじゃ、物足りなく……ないか……？」

　え、いや、十分っていうか、そもそもこれだって今朝からは思いもよらない展開なわけで。

　紅音の瞳ひとみはもはやピンク色だった。いつもなら殺意か狂気のどちらかに支配されているのに、男に身を任せた美少女という表現がぴったりだ。

　ぽつりと呟つぶやく。

「……しても、いい……」

　はい？

「しても、いいから……」

　あれのことか。してもいいってのは。きっとあれ。

　唾つばを飲み込んだ。俺は前にも似たような目に遭っている。そのときは深夜の学校で、相手は雫しずくだった。いきなり服を脱ぬごうとするもんだから大層驚いた。

　今度は紅音だ。だけど積極的な雫とは違って、なんだか子犬みたいだった。そして俺は、不覚にも可愛いと思っていた。

　しかしここからは完全に未知の領域なんですが、どうしたらよろしいんでしょうか。

　おろおろしていたら、紅音が自分で下を脱いだ。あ、力が入らないって言ってたけど、動けるようになったのね。

　そんなことはいい。彼女は上はシャツを着たまま、下はパンツだけというとてつもなくエロい格かつ好こうになっていた。しかもブラジャーは肩に引っかかっているだけというおまけつき。

「こっちも……触って……いいから……」

　こっちがなにを指すのか、改めて説明する必要があるんだろうか。

　俺おれはもう緊張しきっていて、わけも分からぬまま、ゆっくりとおっぱいから手を下ろした。紅あか音ねのパンツに向かって手を動かす。

　また彼女は泣きそうな声を出す。

「またじらすのかよ……いじわるすんな……。ナツルはいじわるだ……」

　今度はじらしてるわけでは断じてない。山の中で迷ってるのと同じなのだ。

　パンツに手がかかる。ゴムってわりときついな。そして指は、その内側へと。

「ん……」

　まだ肝心なところは触ってないぞ。骨盤のあたりだ。

　俺の手はしっとりとしてきた。えーと、あれな場所に触ってしまったからではありません。緊張で汗かいてるからです。キスのときの余裕はどっかに消し飛んでしまった。

「早くう……」

　急せかされた。もうやるしかない。

　決断した次の瞬間だった。

「ん……」

　うめき声がした。紅音のものじゃない。もっと幼い声だ。

　俺はばっと顔を上げた。

「まずい、あいつだ！」

　紅音の瞳ひとみはまだ潤んだままだ。

「ナツル……」

「おい紅音。あいつ起きるぞ！」

　理り香かのことである。ついさっきまで失念していたが、白いケンプファーを寝かせたままだったのだ。

　猛犬女の顔には、ありありと不満が浮かんでいた。

「じゃあ、早く」

「いやいやいや、見られるだろ！」

　俺はそっちの趣味はないのだ。自分が見るぶんには、ちょっといいかもしれないが、他人に見られたくはない。まして縁もゆかりもない中学生である。

「黙ってりゃ分かんねえよ」

「分かるから。もう起きるぞ」

「そんな……。馬ば鹿か、薄情者、あたしはその気なんだぞ……！」

　俺は紅音を引きはがすと、理香のところに近寄った。猛犬女はうずくまって、「ナツルの馬ば鹿か、馬鹿、馬鹿……」と連呼していた。

　さすがに悪かったと思うが、切り替えないと。白のケンプファーを覗のぞき込こむ。

　理り香かの唇が動いていた。うめき声がするが、意味は聞き取れない。なにか喋しやべってるわけじゃないんだろう。

　それからまぶたがぴくぴくすると、ゆっくり目を開けた。

「ふにゃ……」

　目の焦点が合ってない。揺さぶるのもなんなので、そのままにしておいた。

「気づいたか」

「あたし理香ちゃん……」

　それは知ってる。

　彼女は首だけを動かして、俺おれと紅あか音ねを交互に眺めていた。

「瀬せ能のうナツルがいて……お犬さんがいて……お犬さんは服が……服が……」

　瞬時に顔を赤くしたと思うと、理香は跳はね起おきた。

「きゃー！　きゃー！　わーん、やだー！」

　驚いたのは俺の方である。この娘こはいきなり自分の胸元を押さえると後ずさりしたのだ。

「やらしー！　スケベー！　強ごう姦かん魔まー！」

「な……なにを言い出すんだ！」

「お犬さんの服を脱ぬがしてた！　理香ちゃんにもするつもりなんだ！　やだー！」

　ひでえ誤解だと思ったが、もしかしたら当然かもしれん。合意の上だったけど、ちょっとあれな展開になっていたのは事実だ。

「それは噓うそ……じゃないけど、お前にするつもりなんかないから」

「理香ちゃんが超絶美少女だから犯して売り飛ばすつもりなんだ、逮捕されちゃえ！」

　自分で美少女とか言うな。

　俺は呆あきれたが、紅音は違った。猛犬女は手に銃ゲヴエアーを出現させ、理香をぴたりと狙ねらっていたのだ。

「おいこのロリ女。てめえ、よくも邪魔してくれたな！」

「なによお犬さん！　瀬能ナツルにやられちゃって、頭おかしくなっちゃったの!?」

「これからやられるところだったんだ!!」

　さっきまでのしおらしさは欠片かけらもなく、完全に怒り狂ってる。こりゃ絶対発砲する。俺は彼女の腕を押さえた。

「待てやめろ」

「放せ！　せっかく……あたしはその気だったのに、許さねえ！」

「尋問するはずだったろ！」

　強引に銃を下ろさせた。さもないと撃つだけじゃなくて、死体をずたずたにしそうだったからだ。

　そして部屋の隅に逃げている理り香かに近寄った。

「さあ、こっちに来てもらうぞ」

「やだー、理香が犯されるー！　あーん、楓かえで様ー、理香はもう汚れちゃいます」

「しないって、俺おれは中学生に興味ないの！」

「そんなこと言って、ヌード撮ってネットで販売するつもりなんだー！」

　どうしていちいち具体的なんだろう。

　俺は理香の腕を摑つかんで引っ張った。部屋の中央に連れてきて、腰を下ろさせる。

「中学生の裸に興味はないんだ」

「絶対噓うそ。みんなそう言う」

「ないんだよ」

　俺は落ち着かせようと、声質を柔やわらかくした。ただし逃げられては困るので、座らせたまま。

「聞きたいことがある」

「理香はないよ」

「こっちはあるんだ。ずばり聞くぞ。ここの出口はどこだ」

「……」












　いきなり理り香かが口をつぐんだ。ぷいと横を向く。

「どこから入ってきた。どこから出るんだ」

「……」

「お前と、中なか尾お沙さ也や香か以外に誰だれか入ってきたか」

「……」

「俺おれたちを殺すつもりなのか」

「……つん」

　そっぽを向いたまま喋しやべらなかった。頰ほおがわずかに膨れていて、だだっ子のように見えないこともない。

　しかしこのままじゃ俺は困るんだ。そして俺より圧倒的に短気なやつがいる。

「どけよナツル」

　紅あか音ねは俺を押しのけると、理香の頭に銃口を押しつけた。

「こっち向けロリ女。喋らねえとどうなるか分かってるんだろうな」

「……」

「いいか、今のあたしは機嫌が悪い。限定品のポスターを手に入れ損ねたときよりも、遥はるかにだ。白状しなかったらただじゃすまねえぞ」

「……ふんだ。野蛮人。野良犬」

　理香は紅音の方を向くと、べーと舌を出す。

「あんたになんかなにも言わないから。理香はね、野良犬にエサをあげちゃいけないって、言われてきたの」

「よし、上等だ！」

　言うや否や、紅音は引き金を引いた。ひっ。

　甲高い音がして銃弾が放たれる。理香は目に涙をにじませながら、左耳を押えていた。銃弾がぎりぎりを通過したのである。

「今のはわざと外したからな」

　銃口からうっすらと煙が立ちのぼっている。紅音の目はぎらぎら輝いていた。

「ふ……ふんだ」

　理香はまだ、強気の姿勢を崩していない。

「そんなことされたって喋らないもん」

「次は耳を吹っ飛ばす」

　紅音は歯の奥をぎりぎり言わせていた。

「その次は指で、次は足だ。血まみれになりたくなけりゃ、今のうちに言うんだな」

「平気だから」

　さすがに撃たれたのは驚いたらしいが、まだ頑張っていた。白のケンプファーって、精神も強いんだろうか。俺おれなら泣き出しているかもしれない。

「ようし、じゃあ面白い目にあわせてやる」

　紅あか音ねが片手で理り香かの顎あごを摑つかみ、強引に上を向かせた。少女は涙目のまま、気丈にも睨にらみ返している。

「やれるもんならやってみなさいよ」

「やるのはあたしじゃねえ、この男だ」

　紅音は俺を指さした。なんだ？

「こいつはこう見えてもガチのサディストだ。さっきあたしがどんなことをされそうになったか、教えてやろうか」

「な、なによ……」

「ナツルはこの部屋に気絶したおめえを連れてきた。看病するためじゃねえ。思う存分いたぶるためだ」

　俺はびっくりして、紅音に言い返そうとした。だが猛犬女は眼光で「黙ってろ」と合図をしていた。

「こいつはおめえをここに横たえたあと、服を破こうとした。あたしは止めようとしたんだが、逆にぶん殴られて押し倒された」

「え……で、でも、お犬さんは味方じゃ」

「ナツルが敵味方を考えるようなタマか？　女ならタヌキだってやっちまうってやつだ。あたしの服は脱ぬがされ、唇は吸われるわ、胸は鷲わしづかみにされるわ、乳首はこねくり回されるわ」

　どう考えても噓うそ……じゃないんだが、でも噓だ。そんな乱暴はしてない。もっとロマンチックなもの……からも遠かったか。だけど合意だよ合意。

　理香の顔面から血の気が引いていった。こら、鵜う吞のみにしてるんじゃない。

「瀬せ能のうナツルって、そうなの……？」

「散々な目に遭って、あたしの身体からだはずたぼろだ。ボロ雑ぞう巾きんだってまだマシなくらいだ。そういう目に遭いたいか？」

「や……やあよ」

「だったら全部喋しやべるんだな」

　紅音はそこまで言ってから、理香の脳に刷り込むように告げた。

「警告はしたぞ」

　理香は唇を嚙かんでうつむいている。なんか震ふるえているようにも感じられた。あのね、俺はそんなシリアルキラーみたいな人間じゃないからね。

　そしてぽつりと漏もらす。

「分かった……」

「よし。おい、ナツル」

　紅あか音ねは場所を俺おれに譲った。さっき俺が紅音にしたって誤解は……もう解とけないよな。

「じゃあ聞くぞ。ここから出るにはどうすりゃいいんだ」

「あっち」

　理り香かが部屋の隅を指さす。よく見ると、床に跳はね上あげ式の蓋ふたがあった。

「あそこから下行って、ずっと潜もぐって戻れば出られる」

「どこに出る？」

「楓かえで様のお家うち」

　この娘こは沙さ倉くらさんのことを楓様と言うんだな。あらためて聞くと変な感じだ。あの人は「沙倉さん」ってのが一番しっくりくると思うんだが。

「ここはなんのために作られているんだ？」

「知らない」

　理香が頭を振る。

「理香たちも楓様に連れられて来たばかりなの。出入り口は教えてもらった」

「なんで沙倉さんは君たちを連れてきたんだ？」

「……」

　見ていた紅音が言った。

「喋しやべれよ」

「楓様が、瀬せ能のうナツルと三さん郷ごう雫しずくを捕まえろって言うから……。生きていれば、死にかけていてもいいって」

「沙倉さんがそんなことを……」

　俺のことを……って喜んでる場合じゃない。死にかけていてもいいなんて、なんか予想はしていたけどへこむわ。

　紅音がずいと進み出た。

「おいロリ女。あたしは」

「？」

「あたしと水み琴ことのことはどうなんだ」

「殺しちゃえって」

　理香は物騒な返事をした。紅音のまなじりが吊つり上あがる。

「なんだと!?」

「お犬さんとカレーさんだけをプールに落とすつもりだったの。閉じこめておいて、じっくり倒すつもりだったのに、みんな落っこちるんだもん」

「だもん、じゃねえ！」

　また紅音が銃ゲヴエアーを出現させた。本当に沸ふつ点てんの低い女だ。

「あのクソアマにとっちゃ、あたしはおまけか!?　いてもいなくてもいいってのか!?」

「だって楓かえで様が」

「楓様とか言ってんじゃねえ！　やっぱりあいつはクズだ。あたしのことをどう考えているのかよく分かった。こっちから出向いて殺してやる！」

　口から火を吹きそうな勢いだ。さきほどの恥ずかしがっていた感情はすでに飛び去り、今ごろアルゼンチンあたりに落下しているだろう。こっちの方がらしいっちゃらしいんだけど。

　紅あか音ねは俺おれの方を向いた。

「よしナツル、行くぞ」

「え。おい」

「沙さ倉くらのクソアマを殺してやる。絶対に許さねえ。泣き叫んでひざまずいても、後頭部に鉛なまり弾だまをぶち込む。死体は嫌ってほど踏んづけてやる！」

「雫しずくや水み琴ことと合流する方が先だろう」

「出口に行きゃあきっといる。それよりも楓だ。ぶっ殺してやる！」

「……本気なんだよな」

「マジに決まってんだろうが！」

　なんだか俺まで殺されそうな雰囲気だ。こいつに訊きいたのが愚かではある。

　だけどまだ、理り香かに訊くことはあると思うんだ。それにこの娘こをこのままにするわけにもいかないだろう。

「もう少し訊くぞ」

「えー」

　理香は「もういいじゃん」と言いたそうだ。こっちはよくない。

「なんで沙倉さんは、俺と雫だけ必要なんだ？」

「あ、雫って言った」

「うるさいな。どうして」

「知らないけど……楓様は、瀬せ能のうナツルと三さん郷ごう雫がいればやり直せるからって」

「なにを」

「……」

「おい、どうして黙ってるんだ」

　理香は目線を外した。今までべらべら喋しやべっていたのに、黙秘するようなことだろうか。

「……教えてくれなかった」

「また内緒かよ」

「そうじゃなくて、皆みな川がわさんが何度も聞いたんだけど、楓様は話してくれないの。あんなに優しい人なのに、肝心なことはなんにも」

　皆みな川がわってのは、皆川瞳ひと美みのことだろう。やはり白のケンプファーだ。

　しかし、沙さ倉くらさんが教えてくれないってのはどういうことだろう。あの人、秘密主義だったっけ……いや、沙倉さんの中の黒い部分が表に出ているのなら、それもありうる。

「あのクソアマが本当のこと喋しやべるわけねえだろ」

　これは紅あか音ねだ。銃じゆう把はでとんとんと肩を叩たたいている。

「いつもにこにこしてるくせに、腹ん中じゃあたしを殺そうとしてた女だ。おいロリ女、きっとおめえたちが酷ひどい目に遭うようなことだぜ」

　紅音はにやにやしながら、理り香かに迫った。

「ナツルと雫しずくが手に入ったら、きっとあたしも水み琴ことも、おめえたちもお払い箱だ」

「そんなことしないもん」

「いや、するね。白のケンプファーなんてのが余計なものだ。赤と青だけありゃいい。きっと一人一人クソアマに殺される」

「噓うそ、楓かえで様はそんなことしない！　理香のことを大事にしてくれるんだから！」

「大事にしてたらこんな穴蔵に入れねえよ」

「してくれてるの！」

　理香は口を尖とがらせて反論していた。ほとんど幼稚園児のようである。

　俺おれは二人のやりとりを聞いていただけだが、頭の中では色々なことが渦巻いていた。

　ひょっとしたら紅音の言っていることは正しいかもしれない。今の沙倉さんは、何故か俺と雫だけを欲しがっていた。いや、性的な意味ではなくて。そして俺たちがいればやり直せるとのこと。

　俺は青のケンプファーで、雫は赤のケンプファーである。本来この二つは対立している。なんで白い連中が出てきたのかというと、雫が青と赤の対立を強引に収めてしまったからだ。見事な手腕だとは思うが、沙倉さんじゃなくても、たとえばモデレーターだったら面白くは思わないだろう。

　ひょっとしたらやり直せるってのは、また青と赤の戦いをスタートさせることではないのか。だとしたら白は不必要。お払い箱ってのはその通りだ。

　雫が必要ってのは、あの頭のいい女をそのままにしていたらどうなるか分からないから、取り込むことにするのかもしれない。倒す方より楽かもしれないから。

　問題は俺である。俺は必要なのか。沙倉さんに必要とされているのは幸せだが、今の邪悪な沙倉さんはちと困る。あれはあれで色っぽいし、くらっと来るんだけどさ。

　俺は理香をつついた。

「なあおい、前から沙倉さんに、そんなこと言われてたのか」

　少女は紅音に言い負かされそうになってしょぼくれていたが、質問に答えてくれた。

「前は言われてなかった。もっと別のこと」

「どんな」

「瀬せ能のうナツルと三さん郷ごう雫しずくをくっつけてしまえって」

「なんだと!?」

　こう言ったのは俺おれだけじゃなくて紅あか音ねも同じ。合唱になった。

　そういや前にもそんなこと、ちらっと聞いたことがあるな。それにしても相手が雫ってなんだよ。

「どうしてそんなこと、沙さ倉くらさんが言うんだ」

「その方が三郷雫が言うこと聞きそうだからって」

「なんだそりゃ」

「えっと、三郷雫は瀬能ナツルに惚ほれていて、瀬能ナツルは楓かえで様に惚れているから、二人をくっつけてしまえば、あとは楓様がコントロールできるって」

「ふざけやがって！」

　これはもちろん紅音。口を大きく開け、吸血鬼みたいな犬けん歯しがのぞいていた。

「よりによってナツルと雫をくっつけるだと!?　ふざけんじゃねえ！　それだけは許せねえ」

「またお犬さんが怒った」

「犬じゃねえ！　おいロリ女、よくもそんなくだらねえことの片棒担かついでやがったな！」

「担いでないもん！　理り香かだってやだったから倒そうとしたら、楓様に怒られたから……」

　彼女はなにかを思い出すように頰ほおをさすっていた。

「でも今はそこまで言わなくなったから、諦あきらめたのかも」

「……いや、まだ完全に諦めてはねえな。だったらナツルと雫だけを手に入れろってことにはならねえはずだ」

　紅音は怒ってるわりには冷静だった。俺もまあ同感。

「まあどっちでもいいんだ。詳しいことはクソアマから聞き出してやる。それから殺す」

　やはり怒りが上回っていたか。彼女は銃をぶんぶん振り回していた。

　殺すかどうかはともかく、会ってみないことには分からないだろう。もちろん沙倉さんとだ。結局、あの人が全てを知っているし、操っているのだから。

　今の沙倉さんはどんな感じなのだろう。あの優しくて美しい天使みたいな人のままか。それとも邪悪になってしまっているのか。前者だといいなあ。「もう、ナツルさんったら。わたしがそんなこと考えてるわけないじゃないですか」とか言ってくれたら嬉うれしい。

　紅音が俺を睨にらんだ。何故か理香も。

「またくだらねえこと考えてやがんな」

「瀬能ナツルの顔がスケベ」

　図星だ。俺は努つとめて冷静に、顔を引き締めた。

「紅あか音ね、そろそろ動こう。沙さ倉くらさんに会わないと駄目だ」

「さっきから言ってるだろうが。おめえもようやく、クソアマを殺す決心がついたか」

　いやそれはついていない。

　紅音は理り香かに銃を突きつけると立ち上がらせた。

「よしロリ女。あたしたちはここから出たい。案内しろ」

「やあよ。なんでお犬様の命令を聞くの」

「断る権利があると思うか？」

　ちらっと俺おれを見る。理香が震ふるえ上あがった。

「い、嫌……瀬せ能のうナツルに犯されたくない」

「だったら案内しろ」

「うん……」

　俺にとって大変理不尽な展開となったが、素直になった理香は部屋の隅っこに近づく。

「……瀬能ナツルって、楓かえで様に会ったら、やっぱりレイプとか……」

「する」

　紅音が断言した。

「そうしないようにあたしがついているんだ。だから案内しろ」

　理香はそれで納得したようだった。俺の立場はどうなんだよ、まったく。












第三章







　場面は変わり、時間は少し戻る。

「いっつ……」

　水み琴ことはうめき声を上げた。

　自分の足をさする。気休めだが、少しでも痛みがやわらぐように取った行動だった。

　左の膝ひざには濡ぬれた布が巻いてある。テーピングの要領で固定してあるのだ。雫しずくがやってくれたのだが、やはり痛みを消すことはできない。結局、我慢するしかなかった。

「ああもう、最悪」

　思わず愚痴る。

「あんな瓦が礫れきを避よけきれないなんて、あたしも老おいた。シリアの地下迷宮で同じことがあっても、華麗にかわしたのに」

「高校一年生が老いたなんて言わないの」

　雫がかがみ込んで、水琴の膝を確認していた。

「……ここからじゃよく分からないけど、私が医者なら動かすなって言うわね」

「そうはいかないでしょ。こんな怪我するなんて、ケンプファーって本当に体力がアップするのかな」

「これだけですんでよかったわよ」

　雫が眼前の瓦礫と土砂の山を見上げた。

　落下したコンクリート片はまるで狙ねらったように水琴に直撃した。とっさに飛びすさって直後の土砂は避けたものの、左足をやられたのである。コンクリート片は一抱えもあるような大きなもので、普通の人間ならただではすまなかったところだ。

　水琴は見えはしなかったものの、隣室の雰囲気をうかがっていた。

「ナツル、気にしてないよね」

「多分」

「ならいいんだけど」

「無事だって噓うそつかなくてもよかったんじゃない？」

「だってナツルに負担かけたくなかったんだもん。余計な心配させてもしょうがないし」

　雫は水琴を眺めていた。

「好きな男に心配されるのも、幸せなんじゃないかしら」

「それはあたしとナツルが付き合うことになってからでいいの。今はまだ、ちょっと仲のいい友達」

「その強さが、ちょっと羨うらやましいわね」

「雫しずくに言ってもらえると嬉うれしいよ」

　水み琴ことは「よし」と言って立ち上がろうとした。痛みはするが、そこはやせ我慢。

　雫が眉まゆを顰しかめる。

「靱じん帯たいがやられていたら大変よ」

「ケンプファーだからきっと平気」

　水琴はもう一度、隣をうかがった。

「ナツルと紅あか音ねちゃん、もう行ったのかな」

「声も物音もしなくなったわ。出ていったみたいね」

「こっちに来られるのかな」

「しばらくは無理みたい」

　雫は水琴に応急手当をしてから、室内を観察していた。ここもまた素っ気ない部屋である。かつては実験器具や機器が設置されていたようだが、撤去されたらしくがらんとしていた。

　水琴は訊きいた。

「出口あるの？」

「あるけど、ナツルたちとすぐに合流できるかしら」

「したいなあ」

　万能生徒会長と一緒にいるのは心強いが、やはり二人よりは四人の方がいいのだ。ましてや白のケンプファーも入り込んでいるのである。

「確かに、分散したままだと敵の思うつぼね」

「行こうよ」

「歩ける？」

「大丈夫」

　笑顔を作る。雫は無言で肩を貸した。

「私に捕まりなさい」

「大丈夫だって」

「私に噓うそは通用しないわよ」

　短時間なら歩けるし、ひょっとしたら走ることもできるかもしれない。だがそれだけで、そのあとどうなるか分かったものではなかった。なので従うしかなかった。

　長身の女性に身体からだを預ける。

「……ありがと」

「礼は全部終わってからでいいわ」

　と雫。いつ終わるのだろう。そして終わりとはどういうことなのであろうか。

　肩を借りたまま、ひょこひょこと歩いた。雫は反対側の壁に向かう。

「あそこから出るわよ」

　蝶ちよう番つがいから外れかかった扉があった。

「敵、いるかな」

「いないように祈ってるところよ」

　雫しずくは手で開けるような真似はせず、乱暴に蹴け飛とばした。ケンプファーのパワーが遺憾なく発はつ揮きされ、扉は反対側の壁に激突して二つに折れた。

「今の、ナツルに聞こえたかしら」

「合図になったかな」

　雫が廊下に首を出す。水み琴ことも同じようにした。

　誰だれもいない。薄暗い通路が右手に通じていた。非常灯が点ついているので、真っ暗ではなかった。

「ここは灯あかりがあるんだね」

「電気を止めてないのよ」

「誰か住んだりしてるのかな」

「私たちが侵入したから電気を入れたんでしょう。追っ手……白のケンプファーが戦いやすいように」

　納得のいく説明だった。相変らず雫の論理は明快だと水琴は思った。

　水琴は通路を雫と共に歩いた。肩を借りているため、どうしても遅くなる。

「ごめんね、面倒かけて」

「謝らなくていいわ。頼れる人がいるなら頼るものよ。生徒会長なんてそんなものでしょう」

「うわ、雫格かつ好こういい。惚ほれる」

「それはやめて」

　通路は時々曲がっているがほぼ直線だった。勾こう配ばいもないので、水琴にはありがたい。

　雫は疲れた様子を見せない。ケンプファーの体力があるのと、こういうときにへこたれたりはしないという信念によるものだった。

　彼女の服の裾すそは破れていて、臍へそが見えていた。これは水琴のための包帯にしたから。ここは地下で衆しゆう目もくに晒さらされるわけではないから、恥ずかしがる必要がないというのも、雫の考え。

「包帯がゆるんだら言って」

「平気。……雫って応急手当もできるんだね」

「サバイバル技術なら、水琴の方が上よ」

「それでも凄すごいよ。舐なめられたのはびっくりしたけど」

「とっさに、ああした方がいいと思ったの。出血していたから」

「拭ふくだけでよかったのに」

「アルコールがあったらそうしたわ」

「くすぐったかった。びっくりした」

「変な声が出たときは私が驚いたわ」

「だって感じたんだもん……」

　自分で言いながら、水み琴ことは顔を赤らめた。妙な気持ちになったのは事実だった。

　雫しずくは一応冷静である。

「繰り返すけれど、その手の趣味はないわよ」

「あたしだってないから。でも雫って、時々そんな素振りを見せるよね」

「そういう流れになったら、言った方がいいでしょう」

　分かったような分からないような返事だった。合コンで空気を読んだようなものだろうか。

「雫って、女にも人気あるよねえ」

「あるわね」

「うわ、自分で言っちゃった」

「ここで謙けん遜そんしたってしょうがないわよ。星せい鐵てつの女の子からよく、プレゼントをもらうわよ。なんでそんなことを？」

「だって、あたしに優しいから」

　つい口から出た。

「当たり前でしょう。冷たい方がいいの？」

「よくないけど、そっちの方が雫らしいかも」

「これからも、もっと優しくしてあげるわよ」

「ちょっと嬉うれしいかも」

「水琴もそんな気弱なこと言ってないで、もっと明るくしなさい。そっちの方があなたらしいわ」

「ナツルでもそう言うと思う？」

　何気なく発した言葉だったが、雫は水琴の顔を見返した。

「ええ、きっと言うわ」

　非常灯の上を通過。また徐々に暗くなっていく。

　角を曲がった。その場所はやや広いスペースになっていた。薄暗いが雨あま漏もりなどはない。鉄製の朽くちかけた台と、廃材が放置されていた。

「休きゆう憩けいしましょうか」

　雫はいったん水琴を下ろすと、台を引っ張ってきた。そこに水琴を座らせる。

「足はぶらぶらさせるより、床につけておいて。その方が楽でしょう」

「うん……」

　水み琴ことは、わずかにため息をついた。

「なんか……あたしが男だったら、きっと雫しずくに惚ほれてるなあ」

「嬉うれしいこと言わないで」

「だって頭いいし美人だしスタイルもいいしなんでもできるし、それで優しいなんて最強だよ」

「でもナツルは惚れてくれないわ」

「そうなんだよねえ」

　はあと息を吐く。

　水琴は、自分でも不思議に感じていたが、雫のことを気の毒だと思っていた。同時に幼なじみの男のことを薄情だとも感じた。こんなに素晴らしい女性に好かれているのに、よくあそこまで邪険にできたものだ。

「鈍感っていうより、神経がないのかな」

「私のことが好みじゃないのよ。ある意味、分かりやすいわね」

「でも雫は諦あきらめないのよね」

「もちろん」

　力強い言葉が返ってくる。雫の意思が感じられた。

「ここで引いたら私らしくないわ」

「なにかいい方法でもあるの？」

「別に。これまでと同じ。いつものようにアプローチして、ナツルを振り向かせるわ。繰り返しよ」

「うまくいくといいね」

「うまくいかせるわよ……どうしたの？」

　雫はほんの少しだけ不審そうな顔になり、水琴を見つめていた。

「ナツルのことなのに、水琴とあろうものが弱気ね」

「んー、ちょっと」

　水琴はわずかに声のテンションを下げる。痛みによるものだけではない。

「ずっとさ、ナツルにとってあたしはなんなのかなあって考えていて」

「幼なじみでしょう」

「でもそれって、彼女とイコールじゃないよねえ」

　水琴は足をぶらぶらさせた。それから雫に注意されたことを思いだし、急いで床につける。

「あたしさ、ナツルのことが好きなの」

「知ってるわ」

「そっか……。男としてだけじゃなくて、友達としても好きなの。ずっと海外で発掘してたときにも、ナツルのことってわりと考えていたんだよね。想像とかしたりして。でもそれってなんていうか、あたしとナツルがその……結婚して、家庭を作ってるシーンじゃなくて、一緒に冒険してるとこなんだよね」

　水み琴ことはこれまでのことをゆっくり思い出し、一言一言を区切って語っていた。

「あたしは多分、冒険のパートナーとして、一緒に飛び回りたいんだよ。小さいころからさあ、あいつと一緒になって発泡スチロールで船を造ったり、ヘビを追いかけて山に入ったりしてたわけ。そういうことの延長なのかなって思う。もう本当に仲のいい友達」

「……」

「好きなのも本当なの。だから……えーとね、ナツルとエッチなこともしたいかなって考えちゃう。でも友達のままだって、あたしはきっと満足するんだよ」

　水琴はにこりとして、雫しずくに目をやった。足の痛みはそれほど気にならなくなっていた。

　雫は立ったままだ。なにかあったらとっさに動けるようにしてるのだろう。同じことを水琴にもしろとは言わない。気を遣っているのだ。

　その彼女が口を開く。

「でも、それでいいの？」

「うん。ナツルにももう言った。告白がノーでも、ずっと友達でいて欲しいって。了解してもらったよ」

　彼女にとって、それがひとつの区切りであった。もやもやしたままの心がすっとして、落ち着いたのだ。あのままでは楓かえでに操られるまでもなく、皆の足を引っ張っていただろう。

　心の整理はついている。あとはナツルの返事を聞くだけだ。それがなんであれ、水琴は受け止める。その決心に揺るぎはない。

　軽く息を吐く音。水琴ではない。雫だった。

「……そういうのって、水琴の人生なのよね。海外が長いから自我がはっきりしてるのかしら」

「そんな大げさなものじゃないよ」

「あなたの強みよ。私は往生際が悪いのよね。我ながら子供っぽいわ」

「いやいや、雫の方がずっと大人だから」

　水琴は笑った。裏表のない、彼女のいつもながらの笑い方だった。

　雫が少し力を抜く。

「私だって分からないわよ。振られる可能性だってあるわ」

「友達でいればいいじゃない」

「友達？　ナツルはそう思ってるかしら」

「仲間だと思ってるなら、友達でも同じだよ」

　水み琴ことは一拍置いてから、言葉を発する。

「あたしと雫しずくも」

「……そうね」

　雫は柔やわらかな口調で言った。

「仲間も友達も、いい言葉だと思うわ」

「でしょ」

　それから頰ほおをこりこり引ひっ搔かく。

「実はあたしも、雫を見習いたいと思ってるんだよね。ほら、ナツルに積極的じゃない」

「それしか方法を知らないから」

　雫のその発想が、水琴にはまだ理解できない。積極性というのは精神的なハードルでもあるのだが、あたかも存在しないかのようにクリアするのである。水琴も前向きな性格ではあるものの、男女関係になるとそうもいかない。

「雫って、エッチなこともためらわないし……。さっきも言ったけど、あたしも考えはするんだけど、どうも実行に移せなくて……」

「簡単じゃない。思いついたら実行すれば」

　当然のように言う雫。その口調だと、「コンビニ行ってお菓子を買う」よりも容易に感じられた。

　首を振る水琴。

「普通はできないよ。エッチなことに積極的ってのも……どうやったらできるんだろ」

「したいの？」

「はっきり言われると……ちょっと」

「いつも考えていればいいのよ。たとえばね」

「え？」

　雫が水琴の耳元に口を近づけた。他に誰だれもいないにもかかわらず、彼女だけに囁ささやく。

　聞いている水琴の顔が、見る見る赤くなった。信じられないことを聞いたみたいに、口をぱくぱくさせる。

「そ……そんなことしてるの……？」

「してるわよ」

「ひ……一人で、だよね」

「大勢でやるものじゃないでしょう」

「だ……大胆すぎだよ……。うわ……」

「大胆もなにも、誰かの見てる前でやったりしてないから」

　雫は肩をすくめていた。

「あ、あたし、したことない……。なんか……負けた気がする……」

　水み琴ことはうつむいた。さきほどの雫しずくの言葉が頭の中でリフレインしていた。刺激が強いとしか言いようがない。

　雫は苦にが笑わらい。

「これで勝つってのも、変ね」

「紅あか音ねちゃんに話したら驚くかな」

「やめてよ。恥ずかしいから」

　まったく恥ずかしがっているように見えない。いつもの生徒会長なのだ。二人きりとはいえ、あんなことを話せるのも驚いた。さすが雫だと、水琴は妙な感心をしてしまった。

「ひゃー、びっくりした」

　水琴は手で顔をあおいだ。そうしていないと、茹ゆだってしまいそうだった。

「なんかもう雫に勝てない。負けたくないけど、絶対勝てないところがあるって分かった」

「あまり言わないで、本当に恥ずかしくなってくるから」

「あたしもしたほうがいいのかな……」

「いいかどうかは分からないけど、欲求不満の解消にはなるわね」

「うう……頑張るか」

　水琴は妙な決心をした。顔をぴしゃぴしゃ叩たたいて気合いを入れる。

「よし、なんか元気になってきた」












　雫しずくの方を向く。

「そろそろ行こう。早くしないと、ナツルたちと合流できなくなっちゃう」

　しかし黒髪の女性は、じっと反対側を見つめていた。

「……」

「雫？」

「合流は賛成よ。だけど、面倒なことになりそう。……走って逃げられる？」

「え？　いや、この足だし」

「そうだったわね。じゃあ、私が守るわ」

　雫は鎖のついた短剣を二本出現させる。暗くなっている方向に声をかけていた。

「出てらっしゃい」

　影が二つ、進み出てくる。

　一人はポスターカラーで塗ったような緑色の髪をしており、健康的な娘。もう一人はタレ目のにこやかな顔をした娘だった。

　前者が皆みな川がわ瞳ひと美み、後者が中なか尾お沙さ也や香かである。共に白のケンプファー。沙也香はサーベルを下げていたが、瞳美は手ぶらだった。

「こんばんは。会長」

　瞳美が挨あい拶さつをする。沙也香は直前に戦っているので、無言。

　雫は水み琴ことの盾になるように動いた。

「二人だけ？　なんの用かしら」

「用を言う必要があるの？」

　と瞳美。

「離ればなれになっているんだから、二人で十分。わたしたちが相手をするから」

「……その口ぶりだと、ナツルたちにも誰だれか行ってるのね」

　雫は短剣を構えた。その視線は油断なく、二人の足取りを見張っている。

「さすが会長と言いたいところだけど、ノーコメントで」

「私たちをどうするの？」

「安心して。殺さないから」

「それはほっとするわね」

　雫の口ぶりに安心はない。仮にも敵の言葉を鵜う吞のみにはしていなかった。

「楓かえで様の下もとに連れて行くわ。つもる話もあるでしょう。友情を温めれば？」

「行きたくなったら自分から行く。他人に命令されるのって好きじゃないの」

「断る権利はないのよ。死ななければどうしてもいいって言われているから」

　瞳美の視線がかすかに動いた。

「たっ！」

　彼女の意を受けた沙さ也や香かが床を蹴けった。

　一気に雫しずくとの距離を詰める。暗がりにもかかわらず、サーベルの刃が輝いた。切っ先が雫の喉のど元もとに突き進んだ。

　雫は短剣の一本で喉のどをカバーし、もう一本を沙也香に放った。鎖付きの剣は足に絡みつこうとしていた。

　短剣は刺さらなかったが、鎖が足に巻きついた。だが沙也香はそのまま、強引に引っ張った。

「んっ!?」

　雫がバランスを崩す。ほんのわずかなものだったが、瞳ひと美みにはそれで十分だった。

　彼女の両手から光の球が発射された。水み琴ことに突き進んでいく。そして爆発。

「きゃあっ!?」

「水琴っ！」

　雫が滅めつ多たにない、焦った声を上げた。

　水琴はひっくり返り、台から落ちていた。雫の声に反応するように、上半身を起こす。

「平気……」

　彼女は無理に笑顔を作っていた。両手で日本刀を持っている。自分の剣シユヴエアトで瞳美の魔法ツアウバーを防いだのだ。

　だがほとんど動けなかったため、爆発の余波を受けた。前髪が焦こげてしまい、身体からだの一部にやけど。落ちたショックで打ち身まで作った。ケンプファーでなければ、重傷だったのは間違いない。

　雫は水琴が生きているのを確認すると、沙也香に巻きついた短剣を引き戻した。素早く元の位置に戻る。

「動いちゃ駄目よ」

「平気だって……げほっ」

　打ち身のショックか、咳せき込こむ水琴。

「ああ、惜しかった」

　瞳美は舌打ちしそうに見えた。

「会長は捕まえろって言われているんだけど、近こん堂どうさんはどうでもいいの。ここで消えてもらうわ」

「消えてもらう……？」

「殺すの」

　憎々しいくらいの笑顔を作る瞳美。

　雫は彼女のその顔を、しっかり睨にらみ返していた。

「……皆みな川がわさん」

「なに」

「私を怒らせる気ね」

「あら、会長でも怒ることってあるの」

「あるわよ」

　彼女は短剣を振った。

「今」

　雫しずくは力を込めて、床を蹴けった。

　当人は軽いジャンプのつもりだったが、高く跳はねた。天井に向かって突っ込む要領だ。

　激突する寸前、彼女は回転して逆さになる。両足で天井を蹴った。倍するスピードで瞳ひと美みに逆落とし。

「中なか尾お！」

　瞳美が叫ぶ。沙さ也や香かはサーベルを構えるが、鎖付きの短剣が胴体に刺さろうと狙ねらっていて動けない。

「……ひっ」

　瞳美が小さく悲鳴を漏もらす。顔面を手で覆おおって後うしろに転がる。そのあとに体勢を整えた雫が着地。

　白のケンプファーの手の甲は切きり裂さかれていた。雫が逆落としのまま、短剣を操って斬きりつけたのだ。ぱっくりと傷口が開き、白い肉がのぞいていた。

「……会長……」

　瞳美が反対の手で傷口を押さえる。指の間から血が滴る。

「顔を……狙ったわね……」

「そうよ」

　雫は短剣の刃にちらりと目をやると。素早く振った。床に血が筋になってつく。

「二目と見られない顔にしてやるわ」

　再びジャンプした。

　今度の雫は天井まで飛ばなかった。空中で半回転すると、短剣を二本同時に投げる。一方に狙いをつけたりはしない。両方相手にするつもりだ。鎖が生き物のように動き回り、どちらも攻撃している。

　床に着地すると、身体からだを低くして短剣を一本回収。そして瞳美に投げる。

　瞳美は光球を発射した。短剣の先に当たって爆発。一瞬だが光が、皆の視界を奪った。

　雫はそれを十分予期していた。方向を変えると、沙也香に突っ込む。

「図書委員の実力を見せてもらうわよ」

「美み嶋しまさんに見せてもらってください……！」

「紅あか音ねの力は知ってるから」

　雫しずくの短剣と沙さ也や香かのサーベルが交こう錯さくする。

　普通ならリーチが長い分サーベルが有利だが、雫の動きはハンディをまったく感じさせなかった。むしろ鋭い剣先と鎖を使った三次元的な攻撃で、相手を上回っている。

「会長っ……！」

「こっちよ」

　視界から一瞬だけ消えて、すぐ出現する。短剣の柄で、沙也香の手をしたたかに叩たたいた。

「痛っ……」

　そのまま彼女のことは放置。きびすを返すと瞳ひと美みに向かった。

「水み琴ことに手を出さないで」

　瞳美は舌打ちすると、水琴に撃とうとした魔法ツアウバーを雫に発動した。光の球は全部で三つ。それぞれ別の軌道を描いて雫に突き進む。

　黒髪の生徒会長は走りながら一発をかわし、もう一発を叩き落とし、最後の一発はダイビングの要領で避よけた。爆発による閃せん光こうは顔を覆おおって防ぐ。

　彼女は息を吸って、止めた。

「はっ！」

　短剣を鞭むちのように操る。鎖がくねり、刃が瞳美を狙ねらった。

　緑髪の少女は表情をこわばらせた。

「顔ばかり……狙うなんて！」

「身体からだも狙うわよ」

　胸の中央に短剣が飛んだ。

　刺さった。が、浅い。瞳美が直前でバックステップを踏んだのだ。それでも傷は傷だ。血が瞳美の服を汚していく。

　雫は少し距離を取った。油断はしない。戦闘能力を奪ったわけではないのだから。

　一方、沙也香は幾度も雫に近寄ろうとしていた。だがその都度、短剣が進路を妨害する。それだけではなく、刺し殺そうと狙っている。そして雫は彼女を見もしない。

　瞳美には短剣だけではなく、雫は肉体を駆使して攻撃していた。接近戦を仕掛けている。

　短剣が顔面に伸びる。かろうじて瞳美は避ける。雫はその下腹部を狙って蹴けりつける。

　わずかに外れて太ももにヒット。たたらを踏む瞳美。彼女は後うしろに下がりながらも、痛みを堪え、右手で光の球を放つ。

　雫はその場でバック宙。光の球は背後へ抜けていく。それから再びダッシュした。

「くっ」

「遅い」

　瞳美が構えるよりも早く、懐に飛び込んだ。

　短剣で脇わき腹ばらを斬きりつけ──はせず、脇の下を低い体勢のままくぐり抜けた。すれ違いざまに指を複雑に動かす。

　鎖が瞳ひと美みの足首に絡みついた。雫しずくは力一杯引っ張る。

「きゃあっ！」

　瞳美は豪快に転倒した。背中をしたたかに打ち付ける。息を詰まらせていた。

「瞳美さん!?」

　沙さ也や香かが駆け寄ってくる。その行動こそ雫の思うつぼ。向きを変えるといったん鎖を放す。そしてジャンプ。

　雫は沙也香の真上に飛び上がっていた。惑わすのと背後を取るのが目的である。注意が散ればいいのだ。狙ねらい通り、沙也香の視線は空中に向けられた。

　真ま後うしろに着地。短剣を首筋に突き立てようとする。

「つっ……！」

　沙也香は奇跡的に、刃を避よけた。半回転してサーベルを突き出そうとする。だが雫は、それを待っているほど愚かではなかった。

　沙也香の足を跳はね上あげる。それから身体からだを捻ひねって回まわし蹴げりを放つ。

「ふぐっ！」

　脇わき腹ばらに決まり、沙也香は瞳美と同じ場所に転がった。辛そうな顔をしている。

「同じ生徒会で……図書委員なんですよ……」

「免職よ」

　雫は冷ややかに言い放った。

　鎖がくねり、二人を縛り上げた。協力できないように、離ればなれに放置する。

　それから雫は水み琴ことの元に戻った。

「ごめんなさい。時間がかかったわ」

「あたしは大丈夫だから……。いやー、雫は強いねえ」

　水琴は感心していた。実際、彼女の位置から見ていて雫が窮地に陥おちいるシーンがほとんどなかった。相手もケンプファーであり、一対二にも拘わらず、である。

「久しぶりに真剣に戦ったわね。体力使ったわ」

「まだ戦えるみたいだよ」

「このあたりでやめておく方が、美容にも健康にもいいわ」

　彼女は水琴の怪我の具合を確認していた。様々な角度から身体をチェックしている。

「……やけどはそれほどでもないようね」

「ひりひりするよ」

「服が濡ぬれているから、たまに押しつけて熱を取って。薬を塗りたいところだけど」

「贅ぜい沢たくは言えないよねえ。ジャングルじゃ結構薬草が生えていたりするんだけどさ」

「ここは地下なのよね」

　雫しずくは水み琴ことに「動かないでね」と言い含めた。そして白のケンプファーたちの下もとへと行く。

　離れていた二人を同じ場所に寝かせた。手の中に、再び短剣を出現させる。

「さて、どうしようかしら」

　瞳ひと美みが、憎しみと恐怖が入り交じった声を発していた。

「……殺すの？」

「いいわよ」

　短剣を振り下ろす。瞳美の顔すれすれに刺さった。

「水琴を傷つけた代償を払ってもらいたいわ。それと私たちを狙ねらったことも、ね」

「……それだけのことで殺すの……!?　わたしたち、もう動けないのよ」

「動けない女の子にとどめを刺すなんて、刺激的じゃない？」

　雫は両手に短剣を構えて、今度は大きく振りかぶった。片方を瞳美、もう片方を沙さ也や香かの心臓に、ぴたりと狙いをつける。

　いつでも振り下ろせる体勢だった。そして今の彼女は、人道上の禁忌を超えていた。

　腕に力がこもる。

「待って！」

　と言ったのは瞳美でも沙也香でもない。

「ねえ雫、待ってって」

　水琴であった。ひょこひょこ歩きながら、雫の下へと近づいた。

　雫は振り返らずに返事。

「止めるの？」

「うん、まあ……」

「こいつらはあなたのことを不要だと言ったのよ。殺すつもりだった」

「でも、こっちが同じことをしていいって理由にはならないんじゃないかな」

「していいことにもなるわ」

「ナツルなら……しないと思うよ」

　雫の動きがぴたりと止まった。

　ゆっくりと振り返り、水琴を見つめる。

「ずるいわね、その言い方」

「ごめん」

　水琴は謝罪した。それでも彼女はほっとしていた。たとえ敵のケンプファーとはいえ、ここで雫に殺人を犯させるわけにはいかないと思っていた。

「……そう言ってくれて助かったわ。でも、ここでこの娘こたちを見逃すのはお人好しよ」

「それはそうだと思う」

「どうしようかしら」

　水み琴ことは瞳ひと美みと沙さ也や香かを見下ろした。

　二人は命を失う危機が去り、明らかにほっとしていた。力が抜けているのが分かる。沙也香などは大きく息を吐いていた。

「訊ききたいことがあるんじゃなかったっけ」

　と水琴。

「ほら、ここからの出口とか、ここの目的とか」

「そうだったわね。教えてもらうとしましょうか」

　雫しずくはしゃがみ込んだ。二人のことを交互に眺めた。

　彼女の顔には微笑が浮かんでいる。ただしそれは人間味はあるものの、どこか機械じみている。

　瞳美が身体からだを縮めた。

「……助けてくれるんじゃないの……？」

「もう助けたわよ」

　雫は嚙かんで含めるように言う。

「今度はあなたたちが助ける番。私たち、ここのことをまったく知らないのよ。全部教えてくれるわよね」

「言うと思うの……？」

「思うわ。違うわね、信じてる。あなたたちはきっと星せい鐵てつ学がく院いん生徒会長のために、なんでもしてくれるって信じているわ」

　また微笑む。

　瞳美は怖おぞ気けを振るった。唇が震ふるえているのが分かる。それでも気丈に言い返していた。

「そ、それでも会長なの……!?」

「会長よ。三さん郷ごう雫は職務にとても忠実なの」

　雫はゆっくりと、顔を近づけた。

「さあ、聞かせてもらえるかしら？」





　　○






　ハラキリトラはベッド上で、もぞもぞ動いた。

　メッセンジャーとなった臓物アニマルであるが、基本的には動き回らない。座ったまま喋しやべるだけである。ただ必要に応じて歩くことはあり、二本足であちこちうろつくのも可能であった。

「……帰ってきませんねえ」

　しずかちゃん（先代）の声で独りごちる。帰ってこないとはもちろんナツルのことで、彼の姿は何度か出入りしたときに目撃したきりであった。

「待っていてもいいんですけど」

　ベッドから飛び降りた。足が短いせいでうまく着地できずに転がる。

　すぐに起きあがる。そして歩き出した。

「問題はドアノブなんですよねえ。人間用に作られると、こっちが大変。届かないしうまく回せないし」

　ぬいぐるみなりの事情を口にすると、ぴょんとジャンプする。ノブに飛びつくと、さほど重くない体重をかけた。

　ノブが回って、ゆっくりと開く。ハラキリトラは廊下に出た。

　誰だれもいないことを確認すると隣室へ。そこで同じようにドアを開けて中に入った。

　ここは紅あか音ねの寝室だった。大きさはナツルの部屋と変わらない。ベッドの上には黒いぬいぐるみがおいてあった。

「セップクさん」

「なんだよ……お、ハラキリじゃねえか」

　紅音のメッセンジャー、セップククロウサギであった。

「なにやってんだそんなとこで。上がれ上がれ」

「じゃあ遠慮なく」

　ハラキリトラはベッドに上がった。セップククロウサギと向かい合わせで座る。

「セップクさんが元気そうで安心しました」

「元気に決まってんじゃねえか……と言いたいが、そうでもないんだよな。最近、ぼーっとすることが多くなった」

「あ、やっぱり」

「おめえもか。まだ早いと思ってたんだけどなあ」

　どこか残念そうな口ぶり。もっともぬいぐるみなので、表情の変化は乏しい。

「ナツルさんたちになにかあったんですかね」

「そうだろうな」

「ここに見覚えがあるんですよ。セップクさんは？」

「俺おれだってそうだよ。なんか懐かしい気もする」

「生まれ故郷みたいですね」

「そんな感じだ」

　どこか脳天気な会話だが、当人たちはぬいぐるみなりに真剣であった。

「紅音の姿が見えねえ。ポッキーも置きっぱなしだ。そっちは」

「ナツルさんもずっといないですねえ」

「そういやさっき、ガラスの割れる音がしたぞ」

「穏やかなことじゃないようですね」

　臓物アニマル二体は、顔を見合わせた。

「……こうしていても仕方ねえ。他のやつのとこいくか」

「いいですよ」

　セップククロウサギの意見に、ハラキリトラも同意した。

　二体のぬいぐるみは廊下を歩く。はらわたを露出させたぬいぐるみが移動するのはかなり不気味で、目撃者が卒倒しそうな光景だったが、今は誰だれもいなかった。

　雫しずくの部屋に到着した。例によってノブに飛びついて開ける。

　カンデンヤマネコはベッドの上で仰あお向むけになっていた。

「だらしないですね」

　ハラキリトラが注意した。

「大きなお世話ですわ。レディの部屋に勝手に入ってきて」

　カンデンヤマネコは起きあがって言い返す。全ての毛が逆立っているが、これはしびれていることの表現。

「ぬいぐるみにレディもなにもあるかよ」

　セップククロウサギもやってくる。ベッドの上に座った。

　今度は三体が車座になった。やはり光景としては異様。

「雫はどうしたんだ」

　セップククロウサギが訊きく。

「雫様とおっしゃいなさい」

「どうだっていいだろ。人間なんかどれも同じだ」

「雫様は戻ってきてませんわ。食事をするとおっしゃってましたけど」

「それにしちゃ長いな」

「そうですわね」

　腕が長かったら、三体とも腕組みをしたことだろう。届くほどの長さではないため、代わりに「うーむ」とうなっていた。

「トラブルに巻き込まれているんですかね」

　ハラキリトラが発言する。

「ナツルさんの場合は巻き込まれない方が少ないですけど」

「紅あか音ねは変身したら自分からトラブルを作るんだよな。変身してないんだったら、どっかに隠れてるだろう」

「雫様は自信家ですから、酷ひどいことにはなってないと思いますわ」

　三者三様。ただいつもとは違うことだけは、どのぬいぐるみも認識していた。

「そういや、もう一体仲間がいるんじゃねえのか」

　セップククロウサギが言う。

「水み琴ことも連れてきてるんだろ」

「チッソクノライヌさんですね」

　ハラキリトラが返事。

「会ったことはなかったような……会いましたっけ」

「そいつのとこに行ってみっか」

　今度はセップククロウサギが先導して、隣室へと移っていった。

　水琴の部屋も他と同じ造りである。元ペンションであり、あまり改装していないからだ。

　彼女の持ってきたカバンが、クローゼットの前に置いてある。そしてチッソクノライヌは、ベッドの上でぼんやりとしていた。

　ベッドに這はい上あがってきたセップククロウサギが呆あきれた。

「なんだこいつ。死んでんのか」

「死んだ動物がモチーフですからねえ」

　ハラキリトラも上ってくる。続いてカンデンヤマネコ。

「舌が出てますわね。このぬいぐるみ」

「首に巻きついている縄が不気味だな。ネクタイのつもりか」

「窒ちつ息そくというか縊い死しですわね」

「……どーも」

「わっ、喋しやべった！」

　セップククロウサギが驚く。チッソクノライヌはあまり抑揚のない口調だった。

「チッソクノライヌです」

「見りゃわからあ」

　セップククロウサギの言葉にも、チッソクノライヌの反応は鈍い。

「そうですか」

「挨あい拶さつは抜きだ。おい、水琴はなにしてる」

「知りません」

「ストレートな回答だな、おい」

「なにも覚えてないんですよ。天井を眺めていたら皆さんが上がってきたんです」

「なんか見ただろう」

「さっぱり。興味もあまりないんで」

「とぼけた野郎だ。舌が長いだけのことはある」

「褒められて光栄です」

　まるで光栄のように感じられなかったが、チッソクノライヌは意に介していないようであった。

「あのー、覚えていないってなんです？」

　そう質問したのはハラキリトラ。

「せめてここに着いたときくらいは覚えているでしょう」

「そりゃまあ」

「ここで水み琴ことさんと話をしなかったんですか」

「しないですね」

　たいしたことじゃない、と言いたげな口調であった。もっとも抑揚がないため、全部同じに聞こえる。

「部屋から出てたりしたんで」

「散歩でもしてたんですか」

「いや連れ出されたんです」

「え？」

　ハラキリトラが疑問の声を発する。セップククロウサギもカンデンヤマネコも、チッソクノライヌのことを見つめていた。

「沙さ倉くらさんが入ってきて、私を連れて行ったんです。『言うことを聞いて大人しくしなさい』とか言って」

　しずかちゃん声が合いの手を入れる。

「それから？」

「水琴さんのとこに持っていかれました。私の身体からだを沙倉さんが掲げると、目が光ってですね、水琴さんがふらふらして言うがままに」

「なんだそりゃ、楓かえでが水琴を操ったってことか!?」

　セップククロウサギが驚きの声を上げた。

「そんな感じですねえ」

「アホ、早く言え！」

「喋しやべるの面倒だったんです」

　危機感のない台詞せりふを口にしていた。

　ぬいぐるみたちは驚愕していた。日ごろはなにがあっても騒がないことの多い連中だが、それも場合による。自分たちのパートナーの身に異変が迫りつつあるのである。

　チッソクノライヌの話を聞き、一番慌てていたのは、意外なことにカンデンヤマネコだった。

「どどどどうしましょう。雫しずく様が、雫様が」

「おめえ、雫なら安心だとか言ってなかったか」

「不意打ちとかされたらことですわ。雫様なら勝てるでしょうけど……ああ、万が一、あの美しいお顔に傷でもついたら！」

　おろおろと、左右に動いていた。座ったままなので身体からだが振り子みたいに振れるだけ。

「……ま、俺おれたちのパートナーが、簡単に負けることもないとは思うけどな」

　とセップククロウサギ。ハラキリトラが言う。

「でもこの具合だと、白のケンプファーもいるんでしょうねえ」

「あー、そうか」

「沙さ倉くらさんが近こん堂どうさんを操ったのは、白のケンプファーに協力させるためかもしれませんよ」

「そうですわ。雫しずく様も、楓かえでが怪しいって言ってました」

　ハラキリトラの言葉に、カンデンヤマネコが同調する。チッソクノライヌは黙ったままだった。

「でも俺たちがどうすっかってことだなあ」

　セップククロウサギが、耳をぴこぴこ動かした。

「あんま手出しすると、モデレーターに目えつけられるんじゃねえのか」

「でもモデレーターの姿を見たわけでもないですからねえ」

　これはハラキリトラ。

「我々も気がついたらそれぞれの下もとに送り込まれていたわけで」

「まあな……こうやってぐだぐだしてるのも馬ば鹿からしいな」












　とセップククロウサギ。

「紅あか音ねがいねえと罵ののしるのも張り合いがねえや」

「ナツルさんがいるといないとじゃ、相当違います」

「わたくしは常に雫しずく様と共にありますわ」

　カンデンヤマネコが素早く発言する。チッソクノライヌだけが沈黙していた。

「ようし、行動を起こすか。ぬいぐるみにできることは知れてるけど、ごろごろしてるよりはマシだろ」

「賛成です」

「賛成ですわ」

「チッソク、おめえはどうなんだ」

　セップククロウサギの質問に、首に縄が巻きついたぬいぐるみは答えた。

「皆さんに従いますよ」

「なら善は急げだ。ここでのんびりしてる場合じゃねえ」

　セップククロウサギがベッドから飛び降りた。続いてハラキリトラ、カンデンヤマネコ。チッソクノライヌだけは転がり落ちた。

「この家を見て回りましょう。ナツルさんたちがどこかにいるといいんですけど」

　ハラキリトラがジャンプして、ドアノブを回す。扉が開いた。

「でも……」

　チッソクノライヌがぽつりと言う。

「全部終わったら、私たちどうなっちゃうんでしょうねえ」

　それに答えられるものは、この中にはいなかった。












第四章







　俺おれも含めて道中は三人になった。遠くから薄目でうかがえば、水戸黄門に見えないこともない。黄門様は紅あか音ねでいいよ。

　理り香かは紅音の陰に隠れており、極力俺と眼を合わせないようにしていた。紅音が俺をレイプ魔呼ばわりしたのが効いたらしい。たとえ猛犬でも女の方が安心できるのか。

　天井が若干高くなりつつあった。どういうテクノロジーで掘られているのか、いまいち分からない。雫しずくや水み琴ことなら推察できるんだろうか。

　紅音は拳けん銃じゆうで、理香のことを何度も突いていた。

「おいロリ女、ここはどのあたりなんだ」

「お犬さんはロリ女ロリ女ってうるさいなあ。理香は中学生だよ」

「二歳以上年下ならロリでいいんだよ。おめえもあたしを犬って呼んでるだろうが」

「野良犬みたいじゃん。乱暴だし、人に慣れないし」

「は？　今年のノーベル平和賞候補のあたしに向かって、なんて口をきいてんだこら」

　ノーベル平和賞とは大きく出たな。反対側で聞いてる俺が呆あきれてしまったぜ。猛犬紅音が候補だったら、世界中から戦争はとっくになくなっている。

　紅音は銃口を、理香にぐりぐり押しつけていた。

「痛い痛い。ひどーい！」

「痛い方が楽しいだろうが」

「理香はマゾじゃないもん！」

「楽しいのはあたしだよ」

　紅音は嬉うれしそうだ。雫とは違った意味でこいつもサドっぽい。さっきの、あの女の子らしさが微み塵じんもなかった。俺は麻薬でも吸わされていたんだろうか。

「ロリ女、ここがどこかさっさと言え」

「分かんないもん！　……楓かえで様のお家うちに近づいてるけど」

「さっきまではどこにいたんだ？」

「遠く」

　紅音は今にも発砲しそうな顔をした。

「死にてえのか」

「だから知らないもん。どこかひとの家の下みたいだけど」

　つまり沙さ倉くらさんの家の敷地より、遥はるかに大きいってことなんだろうな。あらためて、なんでこんな施設があるのかって思う。

　ぐるぐる回っているような感じはあるが、どちらかというと行ったり来たりしていそうだ。出口に向かっているんだから当然。

　ふと、理り香かが喋しやべり出だした。

「ねえ、お犬さん」

「よし。殺す」

「撃たないでよ！　……さっきだけど、瀬せ能のうナツルとなにしてたの？」

「見てたんじゃねえのかよ」

「よく分かんなかった」

「おめえ言ってたじゃねえか。あたしはナツルに犯される直前だったんだよ」

　さらりと猛犬女が答えた。さすがに俺おれは口出しをする。

「こら。合意だったろうが！」

「最後までやってりゃあ、合意でもよかったんだけどな」

　なんか奇天烈なことを。

「半端で終わったせいでいらいらしてしょうがねえ。生理でもねえってのに」

「おい、中学生が聞いているんだから」

「知るか。あたしと戦ったんだから何歳だろうと関係ねえ。ロリ女、全部おめえのせいだ。殺すぞ」

　理香は命が危ないというのに、まだ質問をしていた。

「それって、よかったの？」

「あたしはまだ処女だ。知らん。おめえは知ってんのか」

「理香も知らない」

「ひとつだけ分かってることがある。気になってる男……ナツルとやるんだから、きっといいに決まってる。そういうもんだ」

「よく分かんない」

「分かってたまるか」

　だから中学生になに言ってんだよ、お前はよ。

　理香はなにか考えている風ではある。あまりエロい妄想はしないようにね。中学生女子と高校生女子じゃ、天と地ほども違うから。

　ぽつりと呟つぶやいた。

「……楓かえで様も、瀬能ナツルのことを気に入ってるの」

「まずおめえを殺す。それからクソアマを殺す」

　紅あか音ねは結論を出すのが早すぎる。理香は「やめてよ」と言っていた。

「お犬さんみたいに、その、したいってことじゃないの。時々ね、楓様はとても優しい顔をして瀬能ナツルのことを話すの」

「ますます気にいらねえ。死ね」

「でもすぐ、きょとんとした顔で、理り香かのことを見て不思議そうにするの。はじめて会ったみたいなことを言うし。……すぐにいつもの楓かえで様になるけど」

「いつものクソアマは淫いん売ばいなのか？」

「そんなんじゃない！　もっと冷たい顔をして、お犬さんなんか殺しちゃえってはっきり言う方なの！」

　それはそれで恐ろしいだろ。

　今理香が語っている沙さ倉くらさんの話は、普通の時と邪悪な時と、二通りあることを示しているんだろう。図らずも俺おれが前から考えていることの裏付けとなっている。

　しかし、なんか変だな。状況が予想と違っている。

　俺は横から口を挟んだ。

「沙倉さんは、いつもそんな感じなのか？」

「え……」

「だから、そんな風に変なことを言うのかって」

「最近増えた」

　理香は人差し指を顎あごの下につけながら答える。

「前はずっと、お犬さんなんか死んじゃえって楓様なんだけど、今は何度もぼーっとするし、なんで自分がここにいるのか分からないって顔もする。今週はずっとそうだった」

「狂ったか。ざまあみろ」

　慈悲の欠片かけらも持ち合わせない猛犬はともかく、俺はじっと考えていた。

　沙倉さん、混乱してるんだろうか。そもそも、これまではしっかりしていたのだから、明らかに変調だ。自分をコントロールできなくなっている？

「あたしはなんだっていい」

　例によってこれは紅あか音ね。

「ぶっ殺せばオーケーだ。見てなナツル。クソアマの土手っ腹に見たこともねえ穴を開けてやるぜ」

　俺は理香と共に聞こえないふりをしていた。

　また歩く。所々コンクリートが崩落しているところがあったが、通行にはそれほど支障はなかった。

　理香は扉の前に止まった。

「ここ」

　少女が言った。眼前にあるのは金属製の扉である。今まではぼろぼろの木製だったり、鉄製でも錆さびていたが、これは古いもののしっかりとしていた。取っ手がつるつるしていて、使用感がある。誰だれかが触っていたからこうなったんだろう。

　わりと頑丈そうだった。というか、重そうだ。

「鍵かぎはかかってんのか」

　紅あか音ねはまだ銃を下ろしてない。警戒心もそうだが、理り香かに発砲したくてしょうがないように思える。

「かかってないと思う」

「開けろ」

「えー……」

「早く」

　理香は渋々、体重をかけて扉を引いた。

　中は狭い部屋だった。畳三さん畳じよう分ぶんあるかないか。奥にはもう一つ、今度はもっと頑丈そうな扉がある。

「なんだ扉ばかり」

　紅音が文句を言う。

「ちゃんと作れ。こんなの一つでいいじゃねえか」

「理香に文句言わないで」

「ここじゃおめえが一番関係者だ。クソアマに言っとけ」

　言いがかりのような、そうでないような発言である。

　理香を先頭に中に入る。三人だからいいものの、これもう少し人がいたら狭くてかなわないぞ。

　俺おれと紅音は、室内をきょろきょろ見回していた。

「なんにもないなあ」

「つまらん部屋だ。ポッキーも置いてねえ」

「そりゃないだろ……そういやお前、ずっと食べてないな」

「口がさみしくてしょうがねえ。なくても困るもんじゃねえが、なきゃないでイライラすんだ。コンビニくらい作っとけ」

「地下にあるかよ」

　俺はそう言いつつ、視線を戻した。

　ふと違和感。あれ、なにか足りなくないか。星せい鐵てつの俺は男女とも出席日数がぎりぎりでへたすると足りなくなるんだが、そうじゃなくてもっと物理的なもの。

「……植うえ田だは？」

　自分で言ってはっとする。急いで振り返ると、理香は部屋から出ようとしていた。

「止まれ！」

「えいっ！」

　理香は力を込めて扉を閉める。そのあとがんがんなにかで叩たたいていた。

「待て！」

「ふーんだ、バーカ！　覚えてろ、理り香かは執念深いんだから！」

　防音が効いているのか、かすかにそんな声が聞こえた。

　理香が遠ざかっていく。俺おれは扉を開けようとしたが、蝶ちよう番つがいのあたりを鎌かまで叩たたいて曲げようとしたらしく、動かしづらかった。

　やっと通路に出たときには、理香の姿は影も形もなかった。

「逃げられた……」

「くそっ。やっぱり早いうちに殺しとくべきだったぜ」

　紅あか音ねが舌打ちをし、腹立ち紛れに天井に発砲した。ぱらぱら破片が降ってくる。

「ナツル、おめえがロリ女に情けなんかかけるからだぞ」

「仕方ないだろ！　……どこに逃げたんだ」

　すでに姿は見えないので不明。なんかこの先にも通路がある。

　理香がいなくなったので、どうやって地下から出るのか分からなくなってしまった。せめて地図とかヒントとか残していってくれないか。

　諦あきらめてさきほどの部屋に戻った。

　よくよく見てみると、どうやらここは更衣室らしい。壁かべ際ぎわには埋め込み式のロッカーがあって、中にはハンガーがかかっていた。この小さいのは貴重品入れだな。

　どこも使った形跡はあるのだが、今は放置されているらしく、多少の埃ほこりがあった。いつから使用されなくなったんだろう。

　紅音が言った。

「そこ開けろ」

「俺かよ」

「ロリ女がいたら開けさせた。いないんだから、力仕事は男の役だ」

　お前だってケンプファーで、力持ちのくせに。

　この扉がまた「頑丈そう」ではなく、本当に頑丈だった。両手で力一杯引く。かすかに空気の漏もれる音がして開いた。

　ここもまた小部屋だった。先ほどと違うのは、天井と壁際に細かいシャワーのような穴が開いているところ。なにすんだこりゃ。

　ただ、頭の上にはライトがあって、そこそこ明るかった。ここは電気が通じているんだな。

「おい、また奥に扉があんぞ」

　紅音が指をさす。

「めんどくせえ造りだ。先に行くのにいくつも部屋をくぐらなきゃなんねえのかよ。設計したやつは楽しいのか？」

「それなりの理由があったんだろ」

　と言ったものの、俺おれにも分からない。どうやって使ってたんだ。

「仮眠室か？」

　と紅あか音ね。俺は言い返した。

「どうやって寝るんだよ。ベッドも布団もない」

「段ボールでも敷けばいいじゃねえか」

「ここで寝る必要があるのかよ。場所くらい選ぶだろ」

「さっきもこんなところでやっただろ」

　その台詞せりふで、俺は紅音とのあれを思い出した。

「……お前は本当にやらしいんだなあ」

　紅音は自分で言っておいて、顔を赤らめていた。

「馬ば鹿か、なに言いやがる。あ、あたしが年中発情してるとでも言いてえのか！」

「どうしてそうなる」

「他に言い方ってもんがあんだろうが！」

　紅音はまた俺に銃を向けそうになった。こら、危ない。しまえ。

　が、途中で止める。

「おめえがそう思うのは無理もねえけどよ……あんときはあたしだってその気だったんだ。おめえだってそうだろうが」

　否定は……できないよな。

「だが今ここで続きをしたいとは思わねえ……いや、違う。おめえが相手ならなにされたっていい。壁かべ際ぎわに押しつけてあたしを犯したって受け入れてやる」

　そこまで変態的な趣味はないぞ。興味はあっても実際にやるのはべつだってば。

「だけどなんだ……タイミングっつうか、条件が悪い。それにあたしの中で、未練がずっと大きくなった」

「さっきもそんなこと言ったな」

「そん時よりも未練があんだよ。なんつうか、捨てようとしたのに戻ってきて育っちまった。これからどうなるか知らねえが、あたしとしては細い可能性に賭かけるしかねえ」

「どんな賭かけ事ごとだって？」

「おめえまで知ることねえよ……とにかく、ことが全部終わるまでおあずけってことでいい。……ああ畜生、欲求不満だ。うずく」

　紅音は一人で喋しやべって、一人で話を終わらせた。ときおり甘ったるそうな吐息を発しているのがなんか凄すごい。

　俺はそれ以上聞かなかった。現実に戻ろう。これも現実だけど。

　また奥にある扉に手をかける。紅音に言われる前に自分でやった。

「よいしょっ……と」

　錆さび付ついたりはしていなかった。ここも気密がしっかりしているのか、ぷしゅっと音を立てた。

　俺おれはぽかんと口を開けた。

「……なんだこりゃ？」

　そこに並んでいたのは、得体の知れない実験器具であった。

　パイプが這はっていたり、水槽があったり、モニターが備えつけてあったり。実験器具と表現したものの、本当はどういう用途なのか不明。俺の知識じゃ筒状の水槽らしきものを見て「芋でも煮るのか」と考えるのが関の山だ。とにかく、ＳＦ映画に出てきそうな道具で一杯だった。

「おい、なんて映画だ」

　紅あか音ねも同じ感想を漏もらしていた。

「オネアミスの翼とかに出てきそうなメカだぞ。レトロなんだか新しいんだか見当もつかねえ。かっこいいのか、これ」

「かっこいい悪いで判断するもんじゃないだろ」

　とは言え、俺も他の判断基準を持っている訳ではなかった。

　しかしここだけ、あきらかに地下秘密研究所然としていた。いままでもそんな感じだったが、ぼろくて朽くち果はててばかりいた。だがここだけは、ちょっと前まで稼働していた雰囲気が残っているのである。もちろん、今は死んだようなものなのだが。

「研究とか実験とかしてたんだろうな」

　俺は言った。それを紅音は頭から馬ば鹿かにした。

「そんなのあたしにだって分かる」

「重要な研究に違いない」

「地下に作ってんだから、重要でないはずがねえ」

「それが今は誰だれもいない」

「目をつぶったって分からあ」

　くそ。いちいちへこむじゃないか。

　なんか気の利いたことを言おうと思って、天井を見上げる。

「……あれ」

「なんだよ」

「あそこ」

　俺が指さした方向には、網で仕切られたダクトのようなものがあった。

「あれがどうした」

「あそこの隣に、なんか書いてあるぞ」

　俺は目を細める。視力は悪くないけど、なんとなく。

「えーと……読めないな」

「発音してみろよ」

「本当に読めないんだよ」

　俺おれは言った。文字（らしきもの）は二段に分かれていて、上段はまったく見たこともない文字で、下段はアルファベットだった。だけどやっぱり発音できない。

「この間抜け。ありゃドイツ語だろう」

「そうなのか？」

「上の段は知らねえけど、下はそうだな。文字の上にちょんちょんって点がついてるだろ。ウムラウトってんだ」

「お前博識だな」

「こんなのちょっと本を読めば載ってる。変身前のあたしは本好きだからな。でも意味までは知らねえ」

「やっぱり役立たずか」

「腕折るぞ」

　折られてはたまらないので、他を見て回ることにした。

　室内は整理されていない。荒れているというか、中途半端だった。汚れているわけじゃないんだけど、綺き麗れいでもない。徐々にさびれているという言い方が一番しっくり来る。他の場所よりは明らかに人の痕こん跡せきがあるんだけど、少しずつなくなっていた。

　でもなんか引っかかることがあるな。なんだろう。

「おい、こっち見てみろよ」

　紅あか音ねが顎あごをしゃくった。

　向こう側に階段があった。上へと続いている。鉄製の、あのかんかん音を立てる非常階段そっくりだった。

「あそこから上に行けるんじゃないのか」

「ってことは、出口？」

「かもしれねえ」

　だとすると助かる。理り香かは途中までは、俺たちをちゃんと案内するつもりだったのだ。

「行ってみるか」

「うん」

　俺と紅音は階段に向かった。あそこを上ったら地上に出られるのならば、やっぱりほっとする。このまま地下にいたがるのは、いしいひさいちの漫画に出てきた最低人とモグラだけで十分だ。

　なんとなく、視線を横に向けた。

　思わず唾つばを飲み込んで、紅音を引っ張る。

「おい、あれ、あれ！」

「なんだよ……おっ」

　さすがの紅あか音ねも驚いていた。

　そこにあったのは臓物アニマルであった。あのはらわたを出したぬいぐるみたちが、いくつか並んでいる。

　それはいいのだ。そんなのはおもちゃ屋のワゴンや委員長さんの親しん戚せきの倉庫で山ほど見た。それこそこの地下でも作りかけのを発見した。

　だがここのぬいぐるみたちは、ひとつひとつ、円筒形の水槽の中に入れられているのだ。いくつも並んだ水槽には液体が満たされ、臓物アニマルからは何本ものコードが伸びている。それらは蓋ふたから外に伸び、得体の知れない機械に直結されていた。

「こいつは……臓物アニマルの製造工場か」

　紅音が感心したように呟つぶやく。

「それにしちゃあ凝こりすぎだな。ミシン一つで十分だってのに」

「だから、製造工場じゃないんだろ」

　半分無意識のうちに、俺おれは呟いていた。

「どっちかっていうと……メッセンジャーにする場所じゃないのか」

「ああ？」

「俺たちの臓物アニマルって喋しやべるだろ」

「ろくなこと言わねえけどな」

「ここで喋れるようにしてるんじゃないのかな」

　自分で言った言葉だったが、俺はちょっと怖くなって口をつぐんでしまった。

　俺のハラキリトラをはじめとして、ケンプファーの持つ臓物アニマルは意思を持っている。あの「日本最悪のおもちゃメーカー」がそんなぬいぐるみを発売するわけがなくて、誰だれかが手を加えたのは明白だった。

　それがここ、つまり沙さ倉くらさんの家の地下で行われていたなんて。あまり信じたくないけどそう考えるのが、一番すっきりするように思えた。

　紅音が手を叩たたく。

「ああそれで分かったぜ。ここに来るときの小部屋、ありゃクリーンルームだな」

「それなんだっけ」

「勘の悪いやつだな。精密機器の製造や研究の施設で、ゴミや菌を持ち込まないようにするための部屋だよ。最初のとこで着替えて、次の部屋で目に見えないゴミを吹き飛ばすんだ」

　そう紅音は説明してくれた。専用の服に着替えてから高圧の空気を吹き付け、場合によっては紫外線で殺菌するのだそうだ。

「そうまでしなきゃならない施設なんだな」

　臓物アニマルに魂を入れるのである。気を遣う必要があるんだろう。

　また紅あか音ねが言う。

「だが、あの小部屋は動いていなかった。普通は、クリーンルームで身体からだを掃除しねえとここに入れないようになってんだがな」

「やっぱ壊れていて、人はいなくなってるってことか……」

　どうしていなくなったのか。死んだとは考えづらい。飽きたのか。借金取りに追われて夜逃げってのも考えたが、さすがに無理がありすぎる。

　もう全て終わったから、ここにいる必要がなくなったのかもしれない。やるべきことはない、あるいは、最小限の人数ですむようになった。

　どれも推測にすぎない。正解はあるんだろうか。いやま、借金取りはないと思うけどね。

　どの機械も動いているように見えなかった。使用されてない。

「ナツル、そのあたりにスイッチないか」

　紅音がきょろきょろしている。

「なんで」

「入れてみる。動くんじゃねえのか」

「なんでそんなことすんだよ」

　仰天する俺おれ。意味あんのかよそれ。

「新しい臓物アニマルでも欲しくなったのか!?」

「欲しくはねえよ。でもどうなっか見てみてえ」

「やめろよ」

　俺は紅音を止めた。好奇心だけで動くとこうなる。もっとも水み琴ことに比べれば相当マシで、あの幼おさな馴な染じみは人に言う前にスイッチを入れている。

　猛犬女はスイッチについては諦あきらめた。しかし銃をぶらぶらさせている。

「仕方ねえ、このあたりをぶっ壊すか」

「なにが仕方ないんだ」

「ものがあったら破壊するのはあたりめえだろ。文句言うやつもいねえ。やりたい放題だ。あたしが撃つからナツルは火をつけろ」

　無茶苦茶だ。こいつは爆破解体を眺めて狂喜乱舞するタイプだったのか。炎の高さも火薬の量も、多ければ多いほどいいと考えているに違いない。

　俺にもそんな気がないとは言わない。花火好きだし。でももっと慎み深いのだ。なので猛犬女を諫いさめ続けた。

「そういうことは別のところでやれよ」

「地上でやったら１１０番するやつが出てくるだろうが。分かんねえ野郎だな」

「やんなきゃいいだろ」

「ここだったらお巡りにパクられることもねえ。おかしくなったって問題ねえぜ」

　俺おれが止める必要があるから、問題あるんだよ。

　紅あか音ねは本当に撃ちそうだった。実は頭の回転が速いくせに、欲望を抑えるリミッターが欠けつ如じよしているからこうなる。おっかなくてかなわん。

「撃つんじゃない」

「なんだと、おめえも撃つぞ」

「お前、可愛げのある態度は捨ててきたのかよ」

「……ぶっ殺されてえのか!?」

　顔色を変えて怒り出す。だが俺は、このとき部屋の扉に注目していた。

「……誰だれか来る!?」

「は？　なに言ってんだ」

「本当だって！」

　この手の施設は防音もしっかりしていそうだったが、俺の耳にははっきりと、足音が届いたのである。

「隠れよう」

　紅音を引っ張り、機材の陰に身を潜ひそめた。

　足音は二組だった。もちろん姿は分からない。ここの扉は半開きにしておいたため、大きく開ける音がする。

　入ってきた。俺は息を吞のむ。

「おい、誰か来たじゃねえか」

　紅音が文句を言う。

「静かに。来たって言っただろ」

「ヨタかと思ったぜ」

　こんな時に噓うそはつかない。

　足音はしばらく立ち止まっていた。室内を観察してるんだろう。再び歩き出す。俺は嘆いた。

「クリーンルームが動かないから、人はいないと思ったのに」

「白のケンプファーがいただろうが」

　と紅音。それは確かに。

「もしかしたら、ここを作った連中かもしれねえけどよ」

「戻ってきたのかよ！」

　正直に言うが、俺はびびった。

　実はお化けとか宇宙人とか、ああいうのは好きじゃないのだ。お化けなんか死んでるのに恨んだりして魂だけになってるんだろ。こええよ。

　ここを作った連中だとしたらもっと恐ろしい。地下に施設をこしらえて、オーバーテクノロジーとしか思えない設備を整えているのである。人間以上だ。

　その人間以上のところに、ただの人間が入り込んでは嗅かぎ回まわっているのだ。こんな現場を目撃したら激怒したっておかしくない。すいません雫しずくが悪いんです。そういうことにしてください。

　俺おれは頭の中で、緑色をしたタコの化物が触手を何本も伸ばして俺をぶん殴る光景を想像していた。痛い痛い。やめて。

　足音がこっちに向かっている。

「おい、どうする？」

　紅あか音ねの質問にも答えづらいよ。

「どうするもなにも……やばいな」

「あの階段まで走るって手もあるぜ」

「そこに行くまでに見つかりそうだ」

　こんなことならさっさと階段上っているんだった。しくじった。俺はいつだってこうだ。幼稚園のときも、二種類のお菓子をどう食べようか悩んでいるうちに、どっちも片付けられたことがある。

「隠れているしかないか」

「見つからねえと思うか？」

「……思わない」

　俺は紅音に顔を向けた。なんてことのない仕草だったが、この女は小声で怒り出した。

「ばっ……こんなときになに考えてやがる」

「？」

「さっき出来なかったからって、ここでやっちまおうってのか？　あたしの欲求不満につけ込むんじゃねえよ」

「考えてねえよ……！」

「お前がどうしてもってんなら考えねえでもねえが、すぐに終わらねえぞ。あたしは処女なんだ。痛くて入らないに決まってる」

「だからそんなこと言うな！」

　話をいちいちエロくすんな。意識したらどうする。

　足音が近づいてきた。あわわ。

　どうしよう。俺は逡しゆん巡じゆんしたものの、ここは決断するしかない。

「仕方ない、やろう」

「ついにあたしもロストバージンか」

「ボケるな！　戦うんだよ」

　紅あか音ねは「だと思ったぜ」と言うと、自動拳けん銃じゆうを構えた。あ、こいつ、ちゃんと分かってたな。

「俺おれが魔法を撃ちながら突っ込むから援護してくれ」

「あいよ。いつでもいいぜ」

　俺は唾つばを飲み込む。音からして、この水槽の裏側にいる。姿を現わしたときがチャンスだ。相手のことは分からないが、主導権を握にぎれば勝利はぐっと近づく。チャンスは我にあり。

　息を吸った。かすかだが影が接近してきた。

「やるぞ！」

　声と同時にダッシュした。手に力を込めて魔法ツアウバーを発動。

「たああっ！」

　火の玉を放とうとした。次の瞬間。

「きゃっ、ナツル！」

「……水み琴こと!?」

　俺は直前で撃つのをやめた。

　姿を見せたのは水琴と雫しずくだった。当たり前だが、驚いている。俺だって驚いたよ。

「ナツル、早く攻撃しろ。特に生徒会長の方を。おめえがやらないなら、あたしがやるぞ」












　背後から紅あか音ねが言い放つ。

「阿あ呆ほう、そんなことすんな」

　と言ってから、今のって雫しずくをかばったことになるのかと考えた。

　紅音は中腰から立ち上がり、こっちに来た。眼前の二人は驚きから解放され、なにやら呆あきれていた。

「せっかく合流したのに、ナツルはあたしたちを攻撃すんの？」

　水み琴ことが腰に手を当てて憮ぶ然ぜんとしている。

「たまたまだよ」

「たまたまで死んだらどうすんの。もう……付き合うことになっても、こんな目にあうのかな」

　それは聞こえなかったふり。

　そこでふっと力が抜ける。なんにせよ、合流できたんだよな。水琴も雫も無事そうだし、よかった。

　と、俺おれは水琴に注目した。足に布が巻かれている。それに歩き方がなにかおかしくないか？

「おい、水琴……」

「ん？　ああこれ。ちょっと怪我しちゃって」

　あははと水琴は笑う。

「天井が崩れたとき、実は逃げ損ねていたんだよね。だから雫に手当てしてもらってさあ。こんな姿に」

　俺の顔色が変わったのを見てか、彼女は慌てて言い添えた。

「で、でも今はそんなに酷ひどくないよ。ケンプファーって回復力も凄すごいみたい。歩くの辛かったんだけど、今は一人でもなんとかなるから。ほら、ほら」

　とんとんと足踏み。もっとも、怪我した側をかばっていることは明白だ。

「……水琴」

　と俺は言った。

「……なに？」

「重傷じゃないのはよかったよ。でももう、怪我してないとか噓うそはつくなよ」

「……うん」

　水琴は「えへへ、怒られた」と妙ににこにこしていた。

　雫はそんな俺と水琴を眺めていた。なにを思っているのかは不明だ。

「ナツル、あなたたちはどうやってここまで？」

　俺はざっと事情を話した。もちろん理り香かに逃げられたことまで。隠したってしょうがないのと、紅音に馬ば鹿かにされながら説明されるのを防ぐため。

「雫しずくたちはどうだったんだ」

「私たちも白いケンプファーに攻撃されたわよ」

　雫も説明してくれた。瞳ひと美みと沙さ也や香かが水み琴ことを攻撃したと話したとき、少し怒りが混じっていたのは気のせいだろうか。

「それからあの二人にお願いして、地下のことを説明してもらったのよ」

「お願い？」

「そうよ。お願い」

　さらっと喋しやべっているんだが、本当にお願いなんだろうか。

「ここまでの道を教えてくれたの。出口だって聞いたけど、こんな実験ルームだって思わなかったわ」

「出口は本当かもしれねえぞ」

　紅あか音ねが顎あごで背後を示す。雫は振り返った。

「……なるほど、上へ行けるのね」

「普通に考えたら、上は出口に近づくよな」

「そういうことね。それより私としては、ここの設備も気になるんだけど」

　雫は、例の臓物アニマルたちが液体に浸かっている水槽を眺めていた。

「ナツルはここのこと、どう考えているの？」

「ただの推測なんだけど、臓物アニマルをメッセンジャーにする装置じゃないかって思うんだ」

「私も同じよ。さすがね」

　わーい、さすがって褒められたー。棒読みで。

　彼女は水槽をこんこん叩たたいていた。

「アクリルね。丈夫だからかしら。……わりと数があるのね」

「まだ増やすつもりだったんだろ」

「バクハツペンギンなんて、マニアックもいいとこね」

　爆死した動物のぬいぐるみなんて、欲しがる子供がいると思えないもんなあ。首が取れかかっているのが不良品じゃないってんだから。

「最初に見たところは、倉庫だったのか。ここがメッセンジャーの製作所だってことになると、世界中のケンプファーに配られてるのか」

「そこまでは分からないわよ。日本だけかもしれないし、どこかの国にケンプファーがいるかどうかすら不明なんだから」

　と言ったあと、雫は独り言のように呟つぶやく。

「……この国だけのできごとですんで欲しいわね」

　外国の事情は分からないよなあ。他国にも臓物アニマルがいて、雫みたいな冷静なケンプファーがいたら面白いかもしれないけれど。

　その雫しずくが隅っこに注目していた。そこにも水槽があるのだが、これだけぼろぼろだった。

「それ、割れてるぜ」

「そうねえ」

　彼女は中を調べていた。割れたところから覗のぞき込こんだり手を突っ込んだりしている。

　なにか取り出した。

「なんだそれ」

「見る？」

　長い毛だった。なんか縮れていて、しかも焦こげている。こんなの拾って、どんな趣味だよ。

「雫は毛のコレクションでもしてるのか？　変態趣味にもほどがあるだろ。近寄らないでくれ」

「馬ば鹿か。これは化か学がく繊せん維いよ」

　彼女はふっと毛を吹く。

「人間のじゃないわ」

「それがどうした」

「見覚えがあるの。ヒアブリライオンのたてがみじゃないかしら」

　俺おれはまじまじと毛を見つめてしまった。よく分かったな。記憶力といい観察眼といい、この女は底知れない。

「でもヒアブリライオンってなんだっけ」

「楓かえでのマンションにあったぬいぐるみよ。一番最初の臓物アニマル。私が持ってきたやつ」

「勝手にな」

　万引きと変わらない気もするんだが、雫はそんなことでは気にしない。

「これだけ古ぼけていて、このたてがみがあったんだから、ヒアブリライオンが最初のメッセンジャーだってことは間違いないでしょう」

「いつからあったのかな」

　これは水み琴こと。

「多分、十年くらい？」

「そんなもん？」

「楓が関係しているはずだから」

　沙さ倉くらさんか。うーん、それはどうなんだろう。あの人が関わっていることはさすがの俺でも信じざるを得ないんだが、どんな具合でなのかなあ。

「だけど、ここの施設は古いのが多かったぜ」

　紅あか音ねがあちこちを見回しつつ言う。

「いくらクソアマだって、何十年も生きてねえだろう」

「そうねえ。楓かえでが私より先に生まれたはずはないわ」

「じゃあどうなる」

「ここの施設は元々あったんでしょう」

　雫しずくがゆっくり説明をする。どことなく女教師っぽいところを漂わせていた。

「そのあとにこの家が建てられた。そこにある日楓たち家族がやってきて……というのはどうかしら」

「なんらかのきっかけで、クソアマがクソアマっぽくなっちまったってことか」

「さすがにきっかけまで推測するのは難しいわね」

　ううむ、雫が言うと説得力が出てくる。

　雫は紅あか音ねと一緒に、他のところを見て回っている。俺おれはなんとなく足あし下もとを見つめていた。

　俺はどこかで沙さ倉くらさんを信じているので、雫の意見に反論したくもある。だがなにを言っても噓うそっぽく聞こえる気がした。それは他の女の子に対してだけじゃない。俺自身にもだ。これだけの地下施設、臓物アニマルを見せられて「全部噓です」ってのはあり得ないのだ。

　もちろん沙倉さんの中の邪悪な部分とかがなくなればいいんだけど、やっぱりショックはショックだよなあ。ふう。

「……なにため息なんかついてるの」

　水み琴ことが俺の脇わき腹ばらをぽんと叩たたく。お前、いつの間にそんなところにいた。

「放っておいてくれ」

「いい加減に沙倉さんのこと気にすんのやめなよ」

「いいだろ」

「そうじゃなくてさあ」

　水琴は呆あきれた様相だった。そして子供に向かって諭すように喋しやべってくる。

「あんたが沙倉さん沙倉さんって言ってる相手はあたしたちの敵なんだよ。なのに未練ばっかり持っていちゃ、可哀相じゃん」

「お前が？」

「あたしはいいんだよ……よくないんだけど、断られても仕方ないって割り切る決心はついてんの。だけど、雫はどうなるの？　あんな冷静で頭がよくて、大人の女性が、ナツルにぞっこんなんだから」

「……」

「紅音ちゃんはなにか言ってなかった？」

「……告白された」

　正直に告げる。それだけ水琴が真剣だったのだ。

「どっち？」

「猛犬の方。それに眼鏡めがねの紅あか音ねちゃん俺おれが好きなんだって」

「でしょ」

「知ってたんだよな」

「知らないわけないじゃん。あんたのことなら分かるよ」

　水み琴ことはいつもの彼女よりもちょっとだけ真面目まじめだった。彼女はどこか冒険へ行こうとするときにこんな顔をする。そして必ず実行していた。幼稚園の頃ころから変わらない。

　雫しずくと紅音は物陰に隠れた形になった。今は俺と水琴だけだ。

「いつまでたっても絶対振り向かない人より、ナツルのことを受け入れてくれる人の方が、あたしは絶対いいと思うよ」

「……紅音？」

「だけじゃないよ」

「雫か」

「そう」

　彼女は一呼吸置いて言い添える。

「それにあたしも」

　水琴はそう伝えると、俺の下もとから離れた。

　俺はしばし、その場で立ち尽くしていた。

　目の前のことを避けちゃ駄目なんだよと、水琴に言われた気がする。分かってるよそんなこと。だけど、こう言われないと自覚が薄れるのも、また俺の悪いところなんだよな。

　しっかりしろよ瀬せ能のうナツル。俺は自分自身にそう呟つぶやいていた。




　雫と水琴はさらに室内を調査していた。

　と言っても、めぼしい発見はない。俺と紅音があらかた見て回ってしまったのだ。さっきのヒアブリライオンの毛は、ちょっと見つけられなかったけど。

　俺はふと思い出した。

「雫、あれなんだと思う？」

　壁の一角を指し示す。

　雫はさっき俺が発見した文字列を仰ぎ見た。

「……ドイツ語ね」

　さすがに一発で分かるか。

「その上は？」

「なにかしら。あんな文字、見たこともないわよ。クレタの線文字が近いけど、違うでしょうね」

「言語学者でも連れてくるしかないのか」

「地球に存在した文字なのかしら」

　雫しずくとしてはなにげない台詞せりふだったのかもしれないが、さすがに俺おれは驚いた。

「……宇宙人とか？」

「可能性の一つとしてよ。あれだけではなんとも、ねえ」

　慎重ってか、無む闇やみなことは言わないんだな。責任が発生する地位にいるからだろうか。

　俺はさらに訊きく。

「ドイツ語は読めたっけ」

「あれくらいなら」

　雫は目で追いながら、そのまま訳した。

「ここにいるぞ」

「え？」

「そんな意味よ。『我々はここにいる。ここにいる』とか書いてあるわ」

「どういうこった」

「多分、いたずら書きね。よく職人さんが、建物の見えないところに、自分の名前や日付を残していくことがあるのよ。それじゃないかしら」

「なんだ、脅かされた」

　俺は拍ひよう子し抜ぬけをしてしまった。

「どうでもいい言葉なんだ。ちぇ」

「そうやって切り捨てるのはどうかしら」

「なんで」

「意味はともかく、ドイツ語で書いてあるってのがね。そもそもケンプファーってドイツ語でしょう」

「あ……」

　そうだった。どうして今まで気づかなかったんだろう。俺は自分の間抜けさを呪のろった。紅あか音ねの言うとおりだなあ。

「多分、上にあるのと同じ意味よ。上段の言葉と下段のドイツ語は、同じことが書いてあるのね」

　雫はまだ目を離さない。

「ああいうのって、価値があるかもしれないわよ。アンコール・ワットを訪問した江戸時代の人間だって、落書きで名が知られたんだから」

　そんなことがあったのか。

「あれはあのままか？」

「消すのは無理でしょう」

　雫しずくは俺おれを振り向いた。

「他にないみたいね」

「いい加減に出ようぜ」

「その前に、ちょっと訊ききたいのだけれど」

　彼女は表情を変えずに言う。

「紅あか音ねとなにかあった？」

「……なんで？」

「そんな気がする」

　ああもう、まったくこいつは勘が鋭い。エスパーか、エスパーの生まれ変わりだ。

　あったに決まっている。ちょっと前に猛犬女とセ……をやりかけたのだ。だけどそんな素振りは見せてないはずなのに。

「詳しく聞きたいわね」

「おい。こんなときにか。時間もないぞ」

　俺は抵抗した。場所も場所だし、状況も状況だ。

「非常識だろ」

「今聞き逃すと、ごまかされそうだから」

　うわあ、やっぱり狙ねらってやがった。確かにごまかしきれない。どうしてこんな悪あく辣らつなことばかり思いつく。

「どんなことをした？」

「別に……」

「よっぽどのことなのね」

「だから、ここで詳しく教えてられるかよ。なにか事故でも起こったらどうする」

　せめてもの抵抗だったが、意外なことに雫はあっさりうなずいた。

「そうね。じゃあ簡潔に答えて」

　すっと雫が近づく。俺にだけ聞こえるように囁ささやいた。

「紅音の処女は奪った？」

「……」

「どうなの」

「いや、そこまでは……」

「ならいいわ」

　彼女の身体からだが離れる。

　あーびっくりした。なんて質問をするんだよ。胸がどきどきしたじゃねえか。

「ナツルはこんなときに腹芸を使えるほどタフじゃないものね」

「そうだよ。はっきり言うな」

「二人きりで不謹慎なことをしていたのかと思ったわ」

「質問の方がよっぽど不謹慎だよ」

「訊ききたいときに訊く主義なの」

「やめてくれ」

「こういうことって、これが終わったらもうできないかもしれないでしょう」

　そして背を向ける。なんだか思わせぶりでもあった。一緒にいると気の休まるときがねえや。

　紅あか音ねと水み琴ことがやってくる。もう一度探ったものの、やはりめぼしいものはなかったようだ。

　雫しずくが言う。

「ここ、上がってみましょうか」

「ありゃ階段があるんだ」

　水琴は今はじめて見つけたらしい。結構でかくて目立つぞ。

「出口は普通、上にあるものよ」

　と雫。賛成だ。この部屋はだいたい見た。これ以上うろうろして、白のケンプファーに襲われたらことだ。まだあいつらは健在なのである。

「でも敵がいるんじゃない？」

　水琴が発言する。

「かもね」

「それでも行くの？」

「どうせあそこには入らなければならないのよ。だったらいつ行っても同じようなものでしょう」

「むう」

「覚悟を決めればいいのよ」

　このあたりの割り切り方はさすが雫だ。迷いってものがないのな。

　彼女が先頭になって階段を上る。頑丈にできていて、ぐらつきもしない。かんかんと、やかましいほどの金属音がした。

　例によって扉で区切られていた。ただし今まで見た中で一番もろそうである。

「念のために、武器の用意をお願い。中に入ったら即戦闘になるかもしれないわ」

　女の子たちプラス俺おれはうなずく。

「あいよ」

「うん」

「ああ」

　雫が短剣の準備をし、紅音は銃を構え、水琴は日本刀を握にぎりしめる。俺は手から火を出すので、なんか間抜けな姿。

「開けるわよ」

　雫しずくがノブに手をかけて、一気に引いた。

　俺おれたちは慎重に内部を窺うかがい、ついで飛び出した。いつおそわれてもいいように四人で四方を警戒する。

　下の部屋よりは狭いが、それなりに広かった。やはり円筒形の水槽が並んでいて、わずかな明かりに照らされている。下にあるものより、一つ一つが大きかった。

「いない……か」

　俺は呟つぶやく。人の気配はない。とりあえずケンプファーの聴力はなにも捕えていなかった。

　皆、武器を下ろす。だが警戒心は解とかない。

「調査しましょう。慎重にね」

　雫の台詞せりふに反応はしない。言われるまでもなかった。

　この部屋は薄暗いが照明がついていた。低いモーター音までしていた。「電気が流れてるんだね」とは水み琴ことの言葉。それを裏付けるように、各水槽の下部にはランプが点灯している。

　内部をくまなく見て回ることにした。円筒形の水槽は下にあるものと違って半透明であり、中がよく分からなかった。多分液体で満たされているはず。稼働してるけど、なんのためにあるんだ。

　水琴が額をくっつけるようにして覗のぞき込こんでいた。

「顔を近づければ中が見えるよ。車のスモークガラスもこうやればいいの」

「他人の車にやったら問題行動だ」

「南米でこうやったら麻薬の包みを見つけたことがあるよ。買収された警官に追いかけ回された」

　どうしてそうやって、トラブルを自分から招き寄せるんだ。これで生きてるんだから驚いちまう。

　俺も水琴と同じようにした。なにも見えない。というか、空っぽだ。なんだ液体があるって予想はハズレか。

「ねえな」

「あたしのもないみたいだけど、液体が……きゃっ！」

　珍しい。水琴が悲鳴を上げたぞ。足あし下もとをクモやゴキブリが這はっていたって、げらげら笑いながら追いかける女だというのに。

「どうしたんだよ、女の子みたいに」

「女の子だよ！　それより、あれ、あれ」

　指をさしている。俺は同じように水槽の中を覗いた。

「いちいちびっくりなんて……うおっ!?」

　俺おれも仰天してしまった。かろうじて尻しり餅もちをつかなかったことを、褒めて欲しい。

　水槽の中には人がいたのだ。比ひ喩ゆではない、正真正銘の人間だ。

　女性だった。液体の中で膝ひざを抱えるように沈んでいる。当然裸。ヌードではあるんだが、こんな状況だと色っぽいとかいうより恐れおののく。顔は青白くて、美人なんだろうがよく分からん。

　生きてるかどうかも不明だった。鼻や口から泡は出ていない。死んでるのかもしれないが、腐ってるようにも感じられなかった。そして臓物アニマルのところにあったような、コード類も繫つながっていなかった。

「ひえええ」

　我ながら情けない声が出た。一方の水み琴ことはすでに立ち直っていた。もう一度水槽に近づいている。

「……女の子だね」

「そ……そうだろうよ」

「女じゃなくて、女の子。あたしたちと同い年か、少し年上なんじゃないかな」

　冷静に観察をしていた。さすがジャングルで麻薬組織に雇われた傭よう兵へい部ぶ隊たいと追い駆けっこをやった女は、度胸が違う。

「ここ、全部に女の子が入っているのかな」

「俺が……さっき見たやつは空だった」

　ようやく気分が落ち着いてくる。寝ているように見えたのが幸いしたんだろう。目を背けるほどでもなかった。

「これから入れるのかも」

「気味悪いことを言うな」

「あり得ると思うんだけど」

　ない方が心臓にいい。誰だれかが運んでこの中に放り込むなんて、想像したくない。

　水琴はまだ観察し続けている。こいつにとってはアマゾンで見つけた蛍光色の虫と同じなんだろうか。

「ねえ、この人たちって、どこから連れてきたんだろう」

「知るかよ」

「だって自分から歩いてこの中に入ったわけじゃないんでしょう」

「まあなあ……てことはどうなんだ？」

　我ながら、なんだか意味不明の質問をした。水琴だって回答を持ってるわけじゃないのに。

　案の定、幼おさな馴な染じみは腕組みをして考え込んだ。

「んー……さっぱり」

「俺おれもだよ」

「分かりそうな人に聞こう。会……雫しずく！」

　離れたところにいる、我らが完かん璧ぺき生徒会長に声をかける。

「ねえこっちの水槽見て。中に女の子が……」

「知ってるわ。ここのも同じよ」

　雫もやはり、水槽に目を近づけていた。内部を眺めながら、俺たちと話している。

「こっちに来てくれる？」

「へ？　いやあたしたちのとこの水槽に……」

「いいから」

　有無を言わせぬ口調だった。怒っちゃいないが、軍隊の命令みたいな威厳を感じる。

　俺と水み琴ことは雫の前にある水槽に近づいた。彼女は顔をこっちに向ける。

「覗のぞいてみて」

「……見るの？」

　つい聞き返す俺。グロいものなんじゃあるまいな。

「平気よ。水琴も」

　もう少し抵抗したかったが、水琴がアクリルに顔を近づけたので、俺も同じようにした。

　やはり女の子が沈んでいた。服はまとってなく、目はつむっており、息をしていない。

　可愛らしい顔立ちだった。俺よりは年下かな。なんかどっかで見たような。

　水琴が水槽から離れる。

「この人がなんなの？」

　雫は答えず、俺に目をやる。

「ナツル、この娘こ覚えている？」

「んー……どっかで」

「葛くず原はらよ」

「くず……葛原？　ひょっとして生徒会にいたあのケンプファーか!?」

「そう」

　雫は水槽に手を触れていた。

「葛原みどり。あの娘こよ、間違いない」

「死んだんじゃなかったっけ」

「とどめは刺してないでしょう。私も捨てただけだった。こんなところにいたのね、消えてなくなったから、おかしいとは思っていたのよ」

「なんで……」

「どうしてでしょうね。ひょっとしたら敗北したケンプファーって、みんなここに来るのかしら」

　最後の台詞せりふは、呟つぶやくようだった。

　水み琴ことはぴんと来てないようだ。そりゃ葛くず原はらと戦ってないもんな。ちょっと前まで休学していたこともあるし。

　だが俺おれは仰天していた。こんなところにいたんだから驚くに決まっている。星せい鐵てつの人間の記憶から消え、最初からいなかったかのように扱われているのに、ここに存在していたのだ。

　しかし存在という表現は適当なのだろうか。だって生きてるようには見えない。でも葛原の身体からだが、水槽に入っているのは確かなのだ。

「我々はここにいる……」

　雫しずくが呟く。あの落書きのことだと気づくのに、しばらくかかった。

「あれはどういうつもりで書かれたのかしらね」

「大工の落書き、じゃないのか」

「かもしれないけれどね」

　俺に分かるはずがなかった。推察も厳しい。雫には可能なのだろうか。

　水琴はよく事態が飲み込めていないようだったが、サイン帳にあった名前だと教えたことでようやく合点がいったらしい。「どういうこったー」なんてことを言っている。

　雫は他の水槽を見て回っていた。俺たちは身の置き所というかやることがない。

「……紅あか音ねちゃんは？」

　水琴がきょろきょろしている。そう言えば。

　俺も一緒になって探した。いくらもしないうちに発見する。

　猛犬女は部屋の隅にいて、難しい顔をしながらなにか読んでいた。

「おい紅音、葛原が見つかったぞ」

「聞いていた。あいつ風ふ呂ろが好きなのか」

「水槽に浸かるのは風呂とは違うだろう」

「ゆっくり浸かっていて欲しいもんだ」

　猛犬女はファイルをめくっていた。こいつが字を読むのは違和感がある。変身前ならぴったり似合うんだが、今は字が読めないと言われた方が似合う。

「なに見てんだよ。どこにあったんだ」

「そこだ」

　後うしろ手で壁を指さす。棚になっていた。

　ファイルがいくつかあったので俺も手に取る。紙に穴を開けてリングで閉じるタイプだったが、肝心の紙が挟まっていなかった。

　他のもチェックしたが、どれも外側だけ。紅音が読んでいるものだけが違うらしい。

「なに書いてあるんだ。読めるのか」

「この野郎、変身前のあたしは国語で満点取ったこともあんだぞ……こいつは日本語だ。誰だれにだって読める」

「内容はなんだ？」

「臓物アニマルだ」

　紅あか音ねは顔も上げなかった。

「こいつには臓物アニマルのことが書いてある」

「使用説明書か」

「そうじゃねえ。覚えているか？　クソアマ……沙さ倉くら楓かえでが臓物アニマルの物語を考えていたってことを。マンションで話していた」

「あ……」

「あれだ。あのことがファイルされてやがる」

　紅音は再び、手元に目を落とした。

　俺おれは驚倒しっぱなしだった。メッセンジャーの製造施設があって、葛くず原はらがいて、挙げ句の果てには沙倉さんのネタ本かよ。どうなってんだ。

　落ち着かないとパニックになりそうだった。様々なことが濃縮されて突きつけられている。つまり、ええと、ここはケンプファーに関係する全てのものがあるってことか。とんでもない施設じゃないか。

　わざわざ地下にこしらえたんだから、それくらいあってもおかしくはない。だけどやっぱり、息を吞のむことばかりだった。

　紅音はまだファイルを読んでいる。時々呟つぶやいてるのが、なんか怖いというか。

「あのぬいぐるみが……家にあったものを……クソアマに……あげた？」

　水み琴ことはじっとしている。このことに驚いたというより、紅音の邪魔をしないようにしているようだ。他人に気を遣うなんて珍しい。

　そして雫しずくだが、水槽の前に立ち、じっと見つめていた。

「雫、どうした？」

「……」

　返事がない。これも珍しい。

「なんかファイルがあった。沙倉さんの考えた物語が載っているって」

「……」

「雫？」

　どうでもいいが、雫という呼び方も慣れてきてしまった。それでも呼びかける時には恥ずかしくなるから、一度で返事をして欲しい。

　俺から近寄る。彼女は身じろぎもしていなかった。視線はわずかに上を向き、水槽の中に注がれている。

　なにかいるんだろうか。彼女の邪魔をしないように覗のぞき込こむ。うむ、やはり女性だ。水み琴ことの言うように「女子」なんだろうが、どことなく年上っぽいぞ。目を閉じて漂っている。

「この人がどうかしたのか」

「……」

「おい、雫しずく？」

　彼女は言葉を発さない。俺おれの言葉を聞いているかどうかも怪しい。

　もう一度声をかけようとしてから、はじめて口を開いた。

「……先輩」

　雫はそう、呟つぶやいていた。
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